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西
独
株
式
会
社
法
の
成
立
と
そ
の
分
析
一
は
じ
め
に
二
改
正
法
の
内
容
I
無
額
面
株
式
の
不
採
用
l
株
式
の
最
低
額
日
発
起
人
の
数
W
最
低
資
本
金
額
V
株
券
の
発
行
川
株
式
の
移
転
刊
取
締
役
会
四
取
締
役
の
執
行
義
務
の
内
容
K
監
査
役
と
そ
の
職
務
x
新
株
引
受
権
三
労
務
者
の
共
同
決
定
権
と
改
正
法
四
お
わ
り
に
西
独
株
式
会
社
法
の
成
立
と
そ
の
分
析
中
村
武
東
洋
法
学
tま
じ
め
本
年
五
月
二
五
日
、
西
独
連
邦
議
会
は
、
独
立
社
会
民
主
党
議
員
が
白
票
を
投
じ
た
だ
け
で
、
ほ
と
ん
ど
全
会
一
致
の
議
決
を
も
っ
て
、
多
年
の
宿
題
で
あ
っ
た
新
株
式
会
社
法
の
政
府
案
を
通
過
さ
せ
た
。
そ
し
て
こ
の
法
律
は
来
年
、
す
な
わ
ち
一
九
六
六
年
二
一
月
三
一
日
後
に
は
じ
ま
る
営
業
年
度
か
ら
、
一
斉
に
実
施
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
株
式
会
社
法
発
展
の
歴
史
を
み
る
と
き
、
い
ず
れ
の
国
に
つ
い
て
願
る
も
、
そ
れ
は
不
断
の
改
正
の
歴
史
で
あ
る
こ
と
に
気
が
つ
く
。
ド
イ
ツ
の
現
行
法
は
、
一
九
三
七
年
一
月
三
O
日
の
株
式
会
社
法
で
あ
る
が
、
そ
の
後
数
多
く
の
特
別
法
に
よ
っ
て
小
改
正
が
お
こ
な
わ
れ
、
株
式
会
社
法
が
複
雑
な
実
際
生
活
か
ら
遊
離
化
povg民
B
B
E
6
5
す
る
こ
と
を
防
い
で
き
た
。
い
ま
ま
で
の
数
多
い
特
別
法
を
一
括
し
た
う
え
、
さ
ら
に
多
く
の
新
規
な
規
定
を
詳
細
に
設
け
た
。
議
案
の
成
立
に
い
た
る
ま
で
の
詳
細
な
い
き
さ
つ
は
今
こ
れ
を
省
く
。
改
正
の
要
点
は
無
額
而
株
の
不
採
用
、
額
面
株
式
の
最
少
額
を
き
め
、
株
式
の
今
回
の
大
改
正
は
、
分
割
、
監
査
役
の
選
任
お
よ
び
そ
の
殴
脅
職
能
、
監
査
役
員
の
最
高
数
、
使
用
人
の
共
同
決
定
権
問
題
の
取
扱
い
方
、
損
益
計
算
書
の
作
成
提
出
、
利
益
分
配
、
任
意
準
備
金
の
筒
問
、
総
会
の
権
限
、
株
主
の
権
利
、
利
益
当
分
・
営
業
年
度
報
告
書
お
よ
び
年
度
末
決
算
書
、
説
明
報
告
義
務
、
銀
行
の
も
つ
寄
託
株
式
決
議
権
、
多
数
決
議
権
株
、
お
よ
び
コ
ン
ツ
ェ
ル
ン
法
に
つ
い
て
の
詳
し
い
規
定
が
お
か
れ
た
。
政
府
案
と
ち
が
っ
た
経
済
委
員
会
お
よ
び
労
働
委
員
会
の
提
案
、
意
見
が
多
数
の
賛
成
を
え
ら
れ
な
か
っ
た
主
要
点
等
に
つ
い
て
の
理
由
経
過
は
、
ウ
イ
ル
ヘ
ル
ミ
博
士
の
報
告
書
が
こ
れ
を
説
明
し
て
い
る
。
君
主
邑
自
由
委
員
長
の
強
調
す
る
と
こ
ろ
に
よ
れ
ば
、
株
式
会
社
は
い
ま
や
か
つ
て
ラ
l
テ
ナ
ウ
の
言
っ
た
、
企
業
そ
れ
自
身
(
C
E
2・
5
F
E
g
g
m刊の
r
)
と
し
て
み
る
べ
き
で
は
な
く
、
む
し
ろ
多
く
の
所
有
者
を
も
っ
企
業
と
し
、
資
本
の
貯
水
池
の
よ
う
な
集
中
物
で
あ
る
。
新
法
の
目
標
は
こ
の
所
有
権
を
保
護
助
長
し
、
一
般
公
衆
・
会
社
企
業
お
よ
び
国
の
福
祉
繁
栄
を
は
か
り
、
会
社
従
業
員
の
広
い
屑
が
生
産
資
本
に
参
加
し
、
労
働
者
の
福
祉
を
も
た
ら
す
こ
と
に
役
立
た
ね
ば
な
ら
ぬ
。
も
っ
と
も
こ
の
法
案
え
の
非
難
・
反
対
論
が
な
い
わ
け
で
は
な
い
。
あ
る
高
等
裁
判
所
の
同
巳
E
F巳
判
事
に
よ
れ
ば
、
同
法
案
に
は
企
業
法
の
総
会
的
観
念
が
か
け
、
近
い
将
来
改
正
さ
る
何
等
か
え
り
み
ら
れ
て
い
な
い
。
だ
か
ら
改
正
と
い
う
よ
り
も
修
正
(
真
の
改
正
と
い
わ
れ
な
い
〉
ベ
き
有
限
会
社
法
の
基
本
線
も
し
か
れ
て
い
な
い
。
ま
た
組
織
形
態
に
無
関
係
な
各
企
業
の
規
模
、
そ
の
経
済
と
の
作
用
に
関
し
て
も
、
と
い
う
べ
き
だ
と
。
ド
イ
ツ
民
主
社
会
党
の
修
正
提
案
|
|
コ
ン
ツ
ェ
ル
ン
公
告
主
義
を
貫
徹
し
、
コ
ン
ツ
ェ
ル
ン
に
お
け
る
子
会
社
、
支
配
会
社
そ
の
他
の
コ
ン
ツ
ェ
ル
ン
に
つ
い
て
は
、
そ
の
法
形
態
の
如
何
に
か
か
わ
ら
ず
、
総
て
コ
ン
ツ
ェ
ル
ン
公
告
主
義
を
拡
大
徹
底
さ
せ
よ
と
の
提
案
は
お
し
く
も
し
り
ぞ
け
ら
れ
た
。
ま
た
完
全
な
共
同
決
定
権
を
す
べ
て
の
株
式
会
社
に
認
め
よ
と
い
う
要
求
も
弱
め
ら
れ
、
少
株
主
の
代
表
者
を
取
締
役
会
に
選
出
可
能
に
す
る
比
例
選
挙
制
も
拒
否
さ
れ
た
。
こ
う
し
た
不
満
の
点
も
あ
る
が
、
全
体
と
し
て
は
、
よ
く
株
式
会
社
の
変
貌
に
対
応
し
た
進
歩
の
跡
が
み
ら
れ
る
。
日
本
に
お
い
て
も
、
株
式
会
社
法
の
改
正
は
、
目
前
に
論
ぜ
ら
れ
て
い
る
重
要
問
題
の
一
で
あ
る
の
で
、
わ
が
改
正
に
参
考
と
な
る
部
分
を
摘
出
し
て
、
以
下
こ
こ
に
短
い
分
析
を
こ
こ
ろ
み
よ
う
。
も
っ
と
も
改
正
法
の
条
文
は
ま
だ
入
手
さ
れ
て
い
な
い
の
で
、
政
府
案
お
よ
び
修
正
委
員
会
の
修
正
条
文
を
か
え
り
み
な
が
ら
、
筆
を
西
独
株
式
会
社
法
の
成
立
と
そ
の
分
析
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枇
封
1
;(r小
田
←
-
r
~\-'Wヒ
収
J.}2~
 0
告
さ
判
同
-
þ
{
~
+
尽
限
必
心
ó
l
l
巡同点-þ{--\J-rく制~ム
~
Q
--\J~吋
心
兵
t
(
d
0
 
.~ ̂
"'-1く必殺争
<Q
4t1話
(
<
~
~
斑
川
千
引
く
ふ
様
・
寝
Lヒ
土
迫
田
O
ふ~~)
拠
隠
区
制
.
}
2
t
!
~
令
←
の
け
よ
Jt! :e:1 mll
会
ト
c
F
JL
制
t
!
rrni~.+ミ
'
も
梨
是
正
話
回
1
l
~
語
気
持
~
*
l
Q
-K偽
謡
1計三"
m
-l4封1
~
吋
ó
侍
回
弱
火
J
Q
まミj訴
は
制
R
み
1制
ム
;
'
2
0
(
M
)
 
V
 gl. 
H
a
u
p
t
-
R
e
i
n
h
a
r
d
 t
 Ge
r
el1
schaftsrecht. 4
 • A
u
日
.
1952 
S.103. 
(C'l) 
ぢ
定
時
:
t
!
"
士
会
同
時
n
i
l
L
(
矧
千
J綴
令
巡
回
仰
の
う
ご
-
i
l
涜
"
t¥J
Q
尉
恒
"
.
g
:
:
偽
お
l
H
1
0
ム¥-'
Q
;\tt;~雲:t!"
V
g
l. 
Schriftlicher B
e
r
i
c
h
t
 
des R
e
c
h
t
s
a
u
s
s
c
h
u
s
s
e
s
 u
b
e
r
 die v
o
n
 der B
u
n
d
e
s
r
e
g
i
e
r
u
n
g
 e
i
n
g
e
b
r
a
c
h
t
e
n
 E
n
t
w
u
s
f
e
 
a) 
eines 
Aktiengesetzes
，
 
b) 
eines 
E
i
n
f
u
h
r
u
n
g
s
g
e
s
e
t
z
e
s
 z
u
m
 A
k
t
i
e
n
g
e
s
e
t
z
一
一
D
r
u
c
k
s
a
c
h
e
I
V
 /i71
一
一
u
n
d
B
e
r
i
c
h
t
 d
e
s
 A
b
g
e
o
r
d
n
e
-
ten 
D
r
.
 
W
i
l
h
e
l
m
i
.
 
(
的
)
V
ql. 
A
k
t
i
e
n
r
e
c
h
t
s
r
e
f
o
r
m
 v
e
r
a
b
s
c
h
i
e
d
e
t
，
 Mi
t
b
e
s
t
i
m
m
u
n
g
 verschlechtert
，
 i
m
 
11 
D
a
s
 M
i
t
b
e
s
t
i
m
m
u
n
g
s
g
-
e
s
p
r
a
c
h
 
11 
M
a
i
-
H
e
f
t
 1965 
Sp. 
97. 
〈
ザ
)
V
ql. 
K
a
r
l
 H
a
x
.
 
in 
z
u
r
 grossen A
h
t
i
e
n
r
e
c
h
t
s
r
e
f
o
r
m
ll 
(Schriftreihe 
d
e
r
 F
o
r
s
c
h
u
n
d
s
s
t
el1
e
 d
c
r
 F
r
i
e
d
r
i
c
h
 
-Ebert-Stiftung. 
H
a
n
n
o
v
e
r
 1962) 
S.93ff. 
A
k
t
i
e
n
r
e
c
h
t
s
r
e
f
o
r
m
 u
n
d
 Publizjtat 
d
e
r
 U
n
t
e
r
n
e
h
m
u
n
g
e
n
，
 H
a
u
s
l
・
a
d
e
n
，
 Ne
n
n
w
e
r
t
l
o
s
e
A
k
t
i
e
n
.
 
D
a
r
m
s
t
a
b
t
，
 196-1 
(
∞
)
 
V
g
l. 
R
i
c
h
a
r
d
 P
a
s
s
o
w
，
 D
e
r
 S
t
r
u
c
t
u
r
w
a
n
d
e
l
 
d
e
r
 A
k
t
i
e
n
g
e
s
el1
schaft. 
J
 
e
n
a
 1963. 
改
正
法
の
内
容
分
析
株
式
と
資
本
と
の
関
係
に
つ
い
て
の
誤
っ
た
観
念
を
是
正
し
、
ま
た
株
式
の
市
場
相
場
価
額
と
利
益
分
配
に
つ
い
て
の
誤
っ
た
比
較
の
無
額
面
株
式
の
不
採
用
な
い
よ
う
に
、
さ
ら
に
資
本
調
達
を
容
易
に
す
る
利
点
に
か
ん
が
み
、
無
額
面
株
制
度
を
み
と
め
よ
と
の
戸
は
、
ド
イ
ツ
に
お
い
て
も
相
当
に
つ
よ
い
。
こ
の
問
題
に
つ
い
て
改
正
法
委
員
会
で
は
、
専
門
家
達
を
ま
ね
い
て
、
そ
の
意
見
を
き
い
た
。
専
門
家
の
一
部
は
受
入
れ
に
賛
成
し
た
が
、
多
く
は
こ
れ
に
反
対
し
、
改
正
委
員
会
で
の
投
票
で
は
、
賛
成
論
は
多
数
に
よ
っ
て
否
決
さ
れ
た
。
無
額
面
株
制
度
否
認
の
理
由
は
、
無
額
面
株
式
の
法
律
上
の
結
果
が
、
あ
ま
り
に
株
式
界
を
複
雑
に
す
る
こ
と
で
あ
る
。
法
律
上
本
来
保
護
さ
れ
ね
ば
な
ら
ぬ
少
株
主
の
利
益
は
、
額
面
株
、
お
よ
び
無
額
面
株
の
両
程
を
み
と
め
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
害
さ
れ
る
侭
が
あ
る
。
こ
の
制
度
を
受
入
れ
る
と
、
出
資
者
は
株
式
取
得
の
価
額
と
利
益
配
当
の
割
合
(
利
回
り
)
を
容
易
に
知
る
こ
と
が
で
き
な
い
た
め
、
他
の
方
法
に
よ
る
投
資
、
ま
た
他
の
株
と
の
利
害
の
比
較
が
相
当
困
難
に
な
る
。
他
の
株
式
の
市
場
相
場
と
の
比
較
は
、
額
面
株
同
士
山
の
あ
い
だ
の
利
益
配
当
率
と
相
場
と
の
比
較
対
照
に
よ
り
、
容
易
に
さ
れ
る
。
こ
れ
ら
の
優
れ
た
点
と
額
面
株
制
の
欠
点
を
考
慮
し
な
が
ら
、
ま
た
欧
洲
の
諸
国
例
え
ば
ベ
ル
ギ
ー
法
、
リ
ヒ
テ
γ
ス
タ
イ
γ
法
が
無
額
面
株
式
を
み
と
め
る
こ
と
を
知
り
な
が
ら
、
新
法
は
イ
タ
リ
ヤ
法
と
同
様
、
依
然
と
し
て
無
額
面
株
式
不
採
用
の
態
度
を
堅
持
し
勺
西
独
株
式
会
社
法
の
成
立
と
そ
の
分
析
五
東
洋
法
学
_._ 
/" 
改
正
法
案
理
白
書
は
こ
の
点
に
つ
い
て
、
額
面
株
制
度
の
欠
点
は
「
株
式
会
社
が
自
己
の
資
産
に
よ
り
増
資
し
、
こ
れ
に
よ
り
会
社
の
資
本
金
額
を
真
の
資
産
に
近
づ
け
る
こ
と
に
よ
り
」
幾
分
補
正
す
る
こ
と
が
可
能
だ
と
信
じ
た
か
ら
だ
。
も
っ
と
も
「
無
額
面
株
の
問
題
に
つ
い
て
は
、
一
層
ふ
か
く
考
慮
研
究
す
る
か
否
か
、
暫
く
時
を
ま
つ
べ
き
だ
」
と
言
っ
て
@
嘉
門
5
2諸
島
営
問
問
〉
宮
の
〉
い
る
の
で
、
そ
の
無
関
心
で
な
い
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
πu 
額
面
株
の
最
低
に
つ
い
て
、
現
行
法
は
こ
れ
を
百
マ
l
ク
(
約
一
万
円
)
と
さ
だ
め
て
い
る
が
(
フ
ラ
ン
ス
商
法
で
は
百
フ
ラ
γ
、
こ
れ
に
反
株
式
の
最
低
額
し
イ
タ
リ
ヤ
で
は
最
低
額
を
法
律
で
規
定
し
て
い
な
い
が
、
普
通
一
千
リ
ラ
、
但
し
と
き
に
は
五
リ
ラ
・
十
リ
ラ
、
ま
た
は
五
十
リ
ラ
あ
る
い
は
こ
れ
以
上
の
額
面
株
が
発
行
さ
れ
る
。
イ
ギ
リ
ス
法
も
同
様
、
実
際
は
一
ポ
ン
ド
ま
た
は
一
シ
リ
ン
グ
あ
る
い
は
そ
れ
以
上
の
額
面
株
)
、
新
法
は
こ
れ
を
五
十
マ
ー
ク
に
半
減
し
た
。
委
員
会
で
聴
聞
し
た
専
門
家
の
意
見
に
よ
る
と
、
政
府
案
の
百
マ
l
ク
か
ら
こ
れ
を
減
領
す
る
こ
と
の
意
見
が
、
大
部
分
を
し
め
た
た
め
、
こ
れ
に
従
っ
た
も
の
で
あ
る
。
少
額
面
の
株
式
発
行
に
よ
り
、
少
額
所
得
者
の
資
本
参
加
を
容
易
に
し
、
会
社
は
容
易
に
大
衆
か
ら
資
本
を
あ
つ
め
、
か
っ
こ
れ
に
よ
り
、
株
式
の
市
場
相
場
が
相
当
高
額
に
達
し
て
も
こ
れ
を
維
持
さ
せ
、
投
資
の
意
欲
を
促
進
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
。
最
低
額
を
こ
の
程
度
に
お
さ
与
え
て
も
、
小
額
所
得
者
が
投
機
に
は
し
る
弊
害
は
な
い
と
判
断
し
た
た
め
で
あ
る
。
そ
れ
に
し
て
も
、
日
本
の
額
面
株
式
の
金
額
五
百
円
〈
但
し
実
際
の
場
合
に
は
額
面
額
五
十
円
が
圧
倒
的
に
多
い
)
は
、
確
か
に
い
ま
の
貨
幣
価
値
か
ら
み
て
、
あ
ま
り
に
低
き
に
失
す
る
。
株
式
会
社
法
改
正
の
さ
い
の
一
部
学
者
の
戸
の
通
り
、
一
株
の
最
低
額
面
は
五
千
円
位
が
相
当
で
あ
ろ
う
。
も
っ
と
も
、
実
際
証
券
会
社
の
手
を
通
じ
て
株
式
の
売
只
注
文
を
す
る
場
合
、
取
扱
単
位
は
通
常
千
株
(
五
百
円
額
面
の
株
式
の
場
合
は
百
株
)
で
あ
る
か
ら
、
弊
害
は
一
応
チ
ェ
ッ
ク
さ
れ
る
。
た
だ
し
端
株
の
買
受
け
所
有
が
禁
止
さ
れ
な
い
以
上
、
少
株
主
が
発
生
し
、
会
社
の
実
務
上
の
取
扱
に
無
用
の
手
数
を
か
け
、
か
つ
総
会
屋
が
ば
っ
こ
す
る
弊
を
ふ
せ
ぐ
こ
と
は
で
き
な
い
。
わ
が
国
の
多
数
株
式
会
社
の
額
面
金
額
は
、
ほ
と
ん
ど
全
部
(
瓦
斯
・
電
気
株
は
五
百
円
、
他
に
額
面
金
百
円
の
会
社
が
多
少
あ
る
が
)
が
、
五
十
円
で
あ
る
実
際
は
、
証
券
会
社
の
手
数
料
収
入
を
た
か
め
て
い
る
ば
か
り
で
な
く
、
一
般
が
こ
れ
を
便
利
と
す
る
実
情
に
て
ら
し
て
、
こ
れ
を
値
上
げ
す
る
こ
と
は
困
難
ら
し
い
。
わ
が
国
会
社
法
は
、
ド
イ
ツ
、
イ
タ
リ
ヤ
、
フ
ラ
γ
ス
法
と
異
な
り
、
ア
メ
リ
カ
法
に
追
従
し
て
、
無
額
面
株
を
み
と
め
た
が
、
新
法
施
行
の
さ
い
学
者
に
よ
っ
て
強
調
さ
れ
た
理
論
上
の
有
利
性
は
一
般
に
利
用
さ
れ
ず
、
昭
和
二
五
年
法
律
第
二
ハ
七
号
(
新
株
式
会
社
法
)
の
実
施
以
来
、
無
額
面
株
式
の
発
行
さ
れ
た
実
例
は
き
わ
め
て
稀
で
、
住
友
金
属
工
業
株
式
会
社
そ
の
他
三
、
四
の
会
社
が
増
資
に
さ
い
し
、
無
額
面
株
を
発
行
し
た
に
止
ま
る
。
わ
が
国
の
株
式
取
引
界
が
、
こ
の
制
度
に
慣
れ
な
い
こ
と
も
一
つ
の
原
因
で
あ
ろ
う
が
、
し
い
て
不
慣
れ
の
制
度
を
採
用
せ
ず
と
も
資
本
調
達
に
不
便
な
く
、
か
つ
額
面
金
額
を
こ
え
た
無
額
面
株
発
行
に
よ
っ
て
増
資
を
す
る
こ
と
は
、
額
面
株
を
高
値
の
市
場
相
場
で
株
式
を
売
出
す
こ
と
を
意
味
す
る
。
株
式
を
市
場
で
取
得
す
る
株
主
の
目
的
は
、
も
っ
ぱ
ら
利
得
の
追
求
に
あ
る
。
株
式
に
た
い
す
る
高
い
利
益
、
配
当
、
株
価
の
値
上
り
に
よ
る
利
益
、
額
面
ま
た
は
こ
れ
以
上
の
株
金
払
込
に
よ
る
増
資
株
の
取
得
を
目
的
と
し
て
、
株
式
を
買
受
け
る
わ
け
で
あ
る
。
高
価
の
無
額
面
株
発
行
は
、
こ
の
株
主
の
期
待
を
裏
切
り
、
ひ
い
て
は
大
衆
の
株
式
投
資
意
欲
を
低
下
さ
せ
、
さ
ら
に
株
価
の
下
落
、
市
況
の
不
況
を
招
来
す
る
結
果
と
な
る
。
額
面
金
額
を
割
っ
た
株
式
会
社
の
無
額
面
株
を
売
出
し
て
も
、
そ
う
し
た
不
況
の
会
社
の
株
を
買
受
け
る
者
は
い
な
い
の
で
、
そ
の
発
西
独
株
式
会
社
法
の
成
立
と
そ
の
分
析
七
東
法
法
戸主4
寸こ.
八.
行
が
行
わ
れ
な
い
の
は
当
然
で
あ
る
。
わ
が
国
や
ア
メ
リ
カ
法
に
ち
か
い
筈
の
イ
ギ
リ
ス
会
社
法
で
も
こ
れ
を
認
め
な
い
の
は
(
ロ
g
・宮門・
g
z
o
ω
E円
。
の
採
用
は
専
門
家
委
員
会
の
賛
成
提
案
に
か
か
わ
ら
ず
、
注
文
で
は
こ
れ
を
採
用
し
て
い
な
い
の
は
、
そ
の
実
用
性
な
い
た
め
で
は
あ
る
ま
い
か
。
吋
一
H
O
開
。
。
ロ
。
E
U
Y
N
r
r
p
H
U
。c
b・巴己・〉
同
様
の
理
由
に
よ
る
も
の
と
思
う
。
mu 
発
起
人
の
数
に
つ
い
て
は
、
旧
法
と
同
様
最
低
五
名
と
さ
だ
め
た
(
訓
)
株
式
会
社
の
制
度
は
、
会
社
財
産
の
総
額
が
責
任
の
限
度
で
あ
発
起
人
の
数
る
以
上
、
会
社
が
多
数
人
か
ら
な
る
団
体
人
で
あ
る
と
の
理
論
に
拘
泥
す
る
こ
と
な
く
、
一
人
会
社
で
あ
っ
て
も
差
支
え
な
い
筈
で
あ
一
人
だ
け
の
発
起
人
に
よ
る
設
立
は
ゆ
る
さ
れ
な
い
。
が
、
英
法
お
よ
び
フ
ラ
ン
ス
法
や
日
本
商
法
の
よ
う
に
、
発
起
人
の
数
を
七
人
以
上
と
す
る
必
要
は
な
い
o
イ
タ
リ
ヤ
法
(
羽
一
議
胡
)
の
よ
う
に
、
る
。
だ
が
ド
イ
ツ
法
で
も
諸
国
法
と
同
様
、
発
起
人
は
二
人
以
上
の
者
が
あ
れ
ば
足
り
る
。
誌
人
形
的
な
発
起
人
を
も
う
け
る
必
要
は
、
み
と
め
ら
れ
な
い
。
こ
う
し
た
場
合
の
一
人
会
社
Q
E
B
g
c
m
o
m
o
-
-
m
与
え
δ
の
取
扱
い
に
つ
い
て
改
正
法
は
、
な
ん
ら
特
別
の
規
定
を
お
か
な
い
。
す
べ
て
学
説
に
ま
か
せ
て
い
る
。
会
社
設
立
後
に
総
株
式
が
、
一
人
の
手
に
帰
す
こ
と
は
あ
り
う
る
。
こ
れ
を
禁
止
す
る
規
定
が
な
い
。
け
れ
ど
も
こ
う
し
た
場
合
は
、
通
常
株
式
会
社
と
い
う
匿
名
の
人
格
者
の
か
げ
に
か
れ
く
て
、
そ
の
人
的
責
任
を
の
が
れ
よ
う
と
す
る
者
が
多
い
の
で
、
会
社
の
財
産
と
個
人
た
る
株
主
自
身
の
財
産
と
を
別
祝
す
る
こ
と
な
く
、
個
人
株
主
と
な
っ
た
以
降
の
会
社
債
務
に
た
い
し
て
は
、
個
人
株
主
が
、
人
的
無
限
の
責
任
を
負
担
す
る
よ
う
な
規
定
を
も
う
く
べ
き
で
あ
っ
た
。
(
6
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μ
と
い
っ
て
、
額
面
株
無
額
面
株
の
両
極
の
株
式
を
み
と
め
た
。
そ
の
い
づ
れ
を
採
用
す
る
か
は
、
各
株
式
会
社
の
定
款
の
規
定
に
よ
る
c
q
g
t
ュ2
・
吋
g
z
b
ι
0
円】円。芹
S
E
E
R巳
巳
ロ
巳
∞
0・
の
g
E
W
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C
吋。
g
o
F
H
y
g
c
一
九
二
六
年
一
月
二
O
日
の
リ
ヒ
テ
ン
ス
タ
イ
ン
私
法
典
第
二
六
一
条
は
、
株
式
会
社
の
資
本
は
数
字
に
よ
っ
て
定
め
ら
れ
る
こ
と
を
要
す
る
と
規
定
し
な
が
ら
、
株
式
は
、
額
面
株
ま
た
は
部
分
株
(
O
Z
。円。ロ
ω笠
宮
ロ
)
の
両
程
の
株
式
を
み
と
め
て
い
る
。
(
白
色
自
己
(
U
O
E∞
-
Z
Eロ
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の
『
問
。
ロ
ω
z
z
w
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∞
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)
一
人
会
社
の
個
人
株
主
の
無
限
責
任
を
み
と
め
る
イ
タ
リ
ヤ
私
法
典
第
二
三
六
二
条
は
い
う
。
「
会
社
が
支
払
能
力
な
き
と
き
は
、
会
社
債
務
に
つ
い
て
は
、
そ
の
債
務
発
生
の
時
期
に
全
株
式
を
所
有
す
る
に
い
た
っ
た
個
人
株
主
が
無
限
の
責
任
を
負
担
す
る
」
(
C
E
巧
日
目
g
Z
E
-
-
ロ
の
ω
。
ι一口
ω07可。ロ
N
m
ι
=
-
m
Oの町内ユ
ω・匂
O円
-
o
o
σ
z
m
m
N
向。ロ
omoo-ω
ロ
ω02uogo-
句。門戸
O門
円
。
山
口
の
口
問
-
o
m
N
山Oロ
山
門
戸
ωロ-円以
wロ
0
2
ω
2
0
3
1
8
5
0
包
ロ
ロ
m
w
m
o
F
句。円
ω
g
m
h
c
g
E
ユ
唱
。
ロ
L
o
-
-
Z
B
Z
ω
E
g
g
-
)
wu 
株
式
会
社
の
も
つ
べ
き
最
低
資
本
金
高
は
、
こ
れ
を
相
当
高
度
に
さ
だ
め
ね
ば
な
ら
ぬ
。
株
式
会
社
は
木
来
、
高
度
に
発
展
し
た
大
企
最
低
資
本
金
額
栄
の
組
織
体
と
し
て
生
れ
て
き
た
も
の
で
あ
る
以
上
、
そ
の
最
低
資
本
金
の
制
限
の
お
か
れ
る
の
が
、
相
当
で
あ
る
。
こ
の
最
低
額
は
、
各
国
の
経
済
状
態
如
何
に
よ
っ
て
定
め
ら
れ
る
べ
き
で
あ
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
、
イ
タ
リ
ヤ
で
は
百
万
リ
ラ
だ
と
現
在
第
二
三
二
七
条
が
さ
だ
め
た
。
だ
が
同
法
の
改
正
の
目
ざ
す
改
正
委
員
会
草
案
で
は
、
こ
れ
を
低
額
に
す
ぎ
る
と
し
、
最
低
資
本
金
額
を
二
千
五
百
万
リ
ラ
に
修
正
し
よ
う
と
し
て
い
る
。
フ
ラ
ン
ス
法
で
は
最
低
額
を
さ
だ
め
る
規
定
は
な
い
が
、
七
人
の
発
起
人
が
、
少
な
西
独
株
式
会
社
法
の
成
立
と
そ
の
分
析
九
東
洋
法
ρ主4
ィー
。
く
も
最
低
百
フ
ラ
ン
の
株
式
一
株
を
も
た
ね
ば
な
ら
ぬ
結
果
、
最
低
資
本
金
額
は
七
百
フ
ラ
ン
(
一
フ
ラ
ン
約
九
十
円
)
、
す
な
わ
ち
約
六
千
三
百
円
と
な
る
。
日
本
商
法
で
は
、
株
式
の
額
面
最
低
額
の
規
定
は
あ
る
が
、
株
式
会
社
の
最
低
資
本
金
額
を
さ
だ
め
な
い
こ
と
は
、
フ
ラ
ン
ス
と
同
様
で
あ
る
。
仏
法
と
同
様
七
人
の
発
起
人
を
必
要
と
し
、
会
社
設
立
に
あ
た
っ
て
定
款
を
も
っ
て
、
「
会
社
が
発
行
す
る
株
式
の
総
数
お
よ
び
額
面
株
式
の
一
株
の
金
額
を
定
め
、
こ
れ
を
七
人
の
発
起
人
が
各
一
株
宛
引
受
け
る
と
き
は
(
崎
一
一
…
が
)
、
僅
か
資
本
金
三
千
五
百
円
の
株
式
会
社
が
生
れ
出
る
。
こ
っ
け
い
な
結
果
と
な
る
。
か
か
る
群
少
泡
沫
会
社
の
創
立
を
ふ
せ
ぎ
、
取
引
の
安
全
を
は
か
る
た
め
に
も
、
相
当
高
度
の
最
低
資
本
金
額
を
、
商
法
が
規
定
す
べ
き
で
あ
る
。
資
本
金
三
十
万
円
ま
た
は
五
十
万
円
程
度
の
株
式
会
社
は
、
有
限
会
社
に
組
織
変
更
し
、
あ
る
い
は
、
は
じ
め
か
ら
有
限
会
社
設
立
に
ふ
み
き
る
べ
き
で
あ
る
。
か
く
て
当
事
者
は
複
雑
に
し
て
、
強
行
的
規
定
の
多
い
株
式
会
社
規
定
の
拘
束
か
ら
免
れ
、
株
式
会
社
本
然
の
姿
に
た
ち
も
ど
り
、
取
引
の
安
全
と
株
式
会
社
の
信
用
を
確
保
し
得
ら
れ
る
訳
で
あ
る
。
も
っ
と
も
こ
の
問
題
と
、
少
傾
株
(
日
C
E
g
r
z
o
)
ま
た
は
大
衆
株
(
〈
o
F
g笠
宮
)
を
も
っ
会
社
の
問
題
と
は
具
る
。
株
式
会
社
の
株
式
最
低
額
を
規
定
し
な
い
国
に
お
い
て
は
、
無
記
名
の
少
額
株
の
販
売
が
、
お
こ
な
わ
れ
る
。
例
え
ば
ア
メ
リ
カ
で
は
、
一
弗
あ
る
い
は
そ
れ
を
超
え
る
少
額
株
が
、
ま
た
英
国
で
も
、
通
常
一
ポ
ン
ド
あ
る
い
は
一
シ
リ
ン
グ
か
ら
の
少
傾
株
が
債
務
の
よ
う
に
、
庖
頭
で
販
売
さ
れ
る
。
そ
し
て
ひ
ろ
い
一
般
階
級
の
人
々
の
あ
い
だ
に
、
無
数
の
少
額
株
主
が
散
在
す
る
。
こ
の
制
度
は
国
民
大
衆
の
貯
蓄
心
を
た
か
め
、
会
社
が
広
く
多
額
の
資
金
を
あ
つ
め
る
、
有
力
な
手
段
と
も
な
り
、
既
に
一
八
世
紀
の
頃
か
ら
諸
国
で
行
わ
れ
た
。
こ
の
大
戦
で
国
土
は
荒
廃
し
、
産
栄
の
施
設
は
ま
っ
た
く
破
壊
さ
れ
、
か
つ
イ
ン
フ
レ
に
よ
っ
て
、
資
金
の
価
値
を
減
少
し
た
我
国
の
企
栄
は
、
そ
の
企
業
再
興
の
た
め
に
も
、
経
済
の
復
興
の
た
め
に
も
、
巨
大
な
資
本
の
集
中
を
必
要
と
し
た
。
少
額
株
の
制
度
は
こ
の
必
柏
市
に
対
応
す
る
た
め
に
も
役
立
ち
、
特
別
法
に
よ
っ
て
、
認
め
ら
れ
る
意
味
を
も
っ
て
い
る
(
尤
も
ド
イ
ツ
の
〈
o
-
W
E
r
t
o
は
ま
た
特
殊
の
場
合
の
株
式
だ
が
)
。
西
独
法
が
現
行
法
の
額
面
株
最
低
額
面
金
百
マ
l
ク
を
半
減
し
た
の
は
、
い
く
ぶ
ん
、
こ
う
し
た
考
慮
が
あ
っ
た
も
の
と
推
宣
す
る
の
は
、
無
理
で
も
あ
る
ま
い
。
が
国
で
も
少
額
株
販
売
の
制
度
を
考
え
て
み
て
も
、
株
式
市
場
の
不
況
、
証
券
会
社
ま
た
は
証
券
投
信
に
た
い
す
る
不
信
用
・
不
満
が
、
よ
い
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。
ひ
ろ
く
投
資
者
間
に
は
び
こ
っ
て
い
る
今
日
、
わ
(
叩
)
少
額
株
と
大
衆
株
と
の
区
別
、
少
額
株
に
よ
る
少
額
所
得
者
・
労
働
者
の
資
本
形
成
は
、
い
わ
ゆ
る
大
衆
資
本
主
義
・
労
働
者
財
産
形
成
の
問
題
で
あ
り
、
む
し
ろ
社
会
政
策
上
の
問
題
で
も
あ
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
ぐ
巳
・
0
島
日
開
E
P
〈
oFω
付
与
た
巳
2
B
5
ι
ロ円。
F
E
∞ωロ
Z
B
ω
l
E
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O円ロ
m
・
∞
Z
2
m
m
w円件
HC
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ω・
Hω
民同・
t
p
u
司
E
ロN
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E
m
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Z
S
E
F
O
O
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向
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O
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z
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vv 
株
券
が
記
名
式
ま
た
は
無
記
名
式
で
発
行
さ
れ
る
こ
と
は
、
現
行
法
と
同
様
で
あ
る
(
明
一
)
0
株
券
発
行
に
代
る
記
名
株
券
不
所
持
制
株
券
の
発
行
の
よ
う
な
便
宜
方
法
を
も
う
け
、
多
数
の
株
券
の
発
行
・
株
主
異
動
に
よ
る
名
義
書
替
等
の
面
倒
を
さ
け
る
こ
と
の
で
き
る
制
度
を
新
法
が
考
慮
し
な
か
っ
た
理
由
を
解
し
か
ね
る
。
新
法
は
ま
た
、
名
義
書
替
等
手
続
の
代
行
者
制
度
を
も
み
と
め
な
い
よ
う
だ
。
仮
株
券
(
N
三
ωnFO
ロ
ωの
F
O
E
W
H
E
R
E
ω
ω
の
F
O
E
)
は
わ
が
国
で
は
行
わ
れ
ず
、
そ
の
規
定
も
な
い
が
、
株
券
発
行
前
に
株
主
た
る
ベ
き
権
利
の
証
券
に
化
体
し
た
証
券
で
あ
る
。
こ
れ
は
有
価
証
券
の
一
極
と
解
さ
れ
て
い
る
。
仮
株
券
は
記
名
式
の
も
の
だ
け
発
行
が
ゆ
る
西
独
株
式
会
社
法
の
成
立
と
そ
の
分
析
東
洋
法
学
さ
れ
、
無
記
名
式
の
も
の
は
無
数
と
な
る
こ
と
は
、
新
旧
法
同
様
だ
(
噺
一
∞
)
0
わ
が
国
で
は
、
仮
株
券
の
制
度
の
か
わ
り
に
、
株
式
申
込
金
領
収
証
が
申
込
者
宛
に
申
込
者
に
交
付
さ
れ
る
。
そ
の
性
質
に
つ
い
て
学
説
上
争
わ
れ
る
が
、
一
般
的
株
券
発
行
前
に
お
い
て
は
、
株
式
申
込
金
領
収
は
証
拠
証
券
で
あ
る
と
と
も
に
、
一
般
株
券
発
行
時
以
降
に
は
、
領
収
証
と
引
換
に
、
会
社
は
株
券
を
領
収
書
名
宛
人
、
ま
た
は
領
収
書
の
所
持
人
に
交
付
す
る
こ
と
を
約
束
し
た
も
の
と
み
と
め
ら
れ
る
故
に
、
有
価
証
券
の
性
質
を
も
っ
。
だ
か
ら
、
始
め
は
免
責
証
券
で
あ
る
が
、
後
に
は
、
有
価
証
券
の
性
質
を
も
つ
も
の
だ
と
考
え
る
の
が
、
正
当
で
あ
る
。
会
社
が
株
主
に
交
付
す
る
利
益
配
当
金
領
収
票
2
0三
ロ
自
己
巳
Z
巳
H
O
E
-
E
i
t
E
g
S巳
ロ
〉
は
、
そ
の
期
に
お
い
て
配
当
す
る
利
一
定
数
の
株
式
を
も
っ
た
株
主
に
、
一
定
金
額
を
証
券
と
引
換
に
支
払
う
こ
と
を
約
す
る
証
券
で
あ
る
。
利
益
配
当
請
求
権
を
化
体
し
た
記
名
式
の
有
価
証
券
と
い
え
よ
う
。
益
の
割
合
を
さ
だ
め
、
会
社
の
事
業
に
従
事
す
る
労
働
者
・
使
用
人
に
た
い
し
、
特
に
利
益
分
配
を
す
る
場
合
に
、
特
殊
な
種
類
の
株
式
を
労
務
者
に
あ
た
え
、
労
務
者
を
企
栄
に
密
接
に
結
び
つ
け
る
よ
う
な
労
務
者
株
(
伊
法
二
三
四
九
・
〉
N
Z
E
m
片
山
者
B
L巳
1
2
g
gユ
丘
z
g円。〉
tこ
ぐ〉
い
て
は
、
労
働
組
合
の
勢
力
の
つ
よ
い
ド
イ
ツ
に
お
い
て
も
、
採
用
さ
れ
な
か
っ
た
。
も
っ
と
も
、
ひ
ろ
く
ド
イ
ツ
の
労
務
者
は
、
す
で
に
労
務
者
の
財
産
形
成
促
進
法
3
2
2
N
N
C門
司
o
z
o
z
s
t吋
ぐ
050∞g
m
σ
E
E
S
ι
R
〉
与
巳
g
o
r
B
2
〈
・
ロ
-
E
E
巴
E
)
よ
り
、
種
々
の
保
護
が
あ
た
え
ら
れ
て
い
る
の
で
、
株
式
会
社
法
で
、
と
く
に
労
務
者
株
制
度
を
み
と
め
る
必
要
は
、
い
ま
さ
ら
な
か
っ
た
の
だ
。
労
務
者
は
同
法
に
よ
り
、
本
栄
主
と
労
務
者
の
合
怠
ま
た
は
経
営
協
約
(
就
栄
規
則
)
に
よ
り
、
事
栄
主
か
ら
各
種
の
財
産
給
付
を
あ
た
え
ら
れ
(
住
宅
・
利
益
分
配
・
株
式
年
の
〉
、
か
つ
租
税
上
の
有
利
さ
も
み
と
め
ら
れ
て
い
る
。
株
式
会
社
だ
け
に
限
ら
れ
ず
、
ま
た
業
程
の
い
か
ん
に
拘
ら
ず
、
ひ
ろ
く
労
務
者
に
こ
の
有
利
が
法
律
上
あ
た
え
ら
れ
る
べ
き
か
否
か
は
、
会
社
法
だ
け
の
問
題
で
は
な
い
が
、
大
企
栄
た
る
株
式
会
社
の
法
律
で
、
ま
ず
こ
う
し
た
問
題
(
労
例
株
・
利
張
分
配
)
を
取
上
げ
る
こ
と
も
、
立
法
上
の
進
歩
だ
と
い
え
よ
h
フ。
会
社
の
経
営
に
あ
た
っ
て
は
、
会
社
の
繁
栄
ば
か
り
で
な
く
、
労
務
者
の
福
祉
を
も
配
慮
す
べ
き
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
株
式
会
社
法
は
資
本
家
た
る
株
主
ま
た
は
会
社
経
営
に
、
有
利
な
方
策
だ
け
を
か
え
り
み
る
だ
け
で
な
く
、
立
法
は
労
働
株
・
利
潤
分
配
・
税
法
上
の
拾
置
に
ま
で
気
を
配
る
べ
き
で
あ
る
。
わ
が
株
式
会
社
法
改
正
の
志
向
が
こ
の
方
面
に
む
け
ら
れ
な
い
の
は
、
遺
憾
で
あ
る
。
日
経
連
や
労
働
組
合
の
注
意
を
う
な
が
し
た
い
。
(
日
〉
株
式
申
込
金
領
収
証
の
性
質
に
つ
い
て
は
種
々
の
説
が
行
わ
れ
る
。
そ
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、
朝
山
笠
三
氏
「
株
式
申
込
金
制
収
証
論
」
五
頁
以
下
参
照
。
仮
株
券
に
つ
い
て
は
〈
巳
・
印
。
E
B
mロ
P
m
-
ω
・0
・ω
・
ω
O
と
の
問
。
円
W0
・
?
?
。
・
ω
・日。吋ロ・
u
d
宗
門
伝
ロ
∞
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・
怠
・
ハ
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∞
-
m
o
r
c
s
m
H
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-
n
p・
(
日
)
〈
m-
・勺
Hlpロ
N
W
Z
σ
o
p
p
m
・
o・∞
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司
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o
Zロ
ぬ
門
】
・
〈
0
2ロ
omoロ
ω守
口
門
医
ロ
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〉
5
0目
g
o
}
H
E
R
-
z
m
wロ
ω
吋
Oロ
ω
ご
口
問
。
の
O巧日ロロ
σ0件。山
-
fロ
ぬ
LO円
〉
円
σ巳
g
o
一H
B
O
F
N
{
E
n
F
5
8・
わ
が
国
労
働
省
は
、
最
近
労
働
者
の
財
産
形
成
の
問
題
を
取
り
上
げ
た
が
、
同
省
の
重
視
す
る
と
こ
ろ
は
住
宅
問
題
で
あ
り
、
他
の
点
に
及
ん
で
い
な
い
の
は
物
足
り
な
い
。
わ
が
国
で
実
際
行
わ
れ
て
い
る
従
業
員
持
株
制
度
の
形
態
・
そ
の
実
例
等
に
つ
い
て
は
、
大
和
証
券
株
式
会
社
調
査
部
編
「
従
業
只
持
株
制
度
」
に
詳
し
い
。
他
に
高
橋
勝
好
・
従
業
員
持
株
制
度
と
譲
渡
制
限
の
特
約
の
効
力
・
商
事
法
務
・
二
九
八
号
利
益
分
配
制
と
収
益
参
加
制
(
開
2
5∞
与
丘
巳
ロ
∞
ロ
ロ
巴
と
の
区
別
・
そ
の
長
短
に
つ
い
て
は
、
〈
m
-
-
E
E
σ
2・
m-m
・
o・∞
2
2同
・
労
働
者
財
産
形
成
法
の
み
と
め
て
い
る
の
は
ハ
同
法
七
)
後
者
(
ロ
♂
o
g
z
u
z
o
-
-
K
E巴
で
あ
る
。
ア
メ
リ
カ
会
社
や
日
本
会
社
法
な
ど
の
規
定
は
、
企
業
の
変
転
ハ
ヨ
話
。
F
西
独
株
式
会
社
法
の
成
立
と
そ
の
分
析
東
洋
法
学
四
-
g
m
Zぬ
の
己
Z
5
0同
m
w
E
C
Z
ミ・
U
U可
開
-Z02
』
州
Z5ω
巴印
N
)
と
い
う
も
、
も
っ
ぱ
ら
経
営
制
度
の
規
定
に
つ
い
て
で
あ
り
、
資
本
主
義
の
色
彩
が
つ
よ
い
。
会
社
法
殊
に
株
式
会
社
法
に
は
、
会
社
企
業
の
性
質
上
か
ら
言
っ
て
も
、
社
会
的
な
規
定
が
も
っ
と
含
ま
れ
て
よ
い
告
で
あ
る
。
日 (VI
本
株
式
丈〉
コミ
社
法
は
株
式
の
移
転
由
に
し
、
「
定
款
の
規
定
に
よ
る
も
之
を
禁
止
し
、
又
は
制
限
す
る
こ
と
を
得
な
い
」
ア
メ
リ
カ
法
に
追
従
し
、
株
式
の
民
主
化
を
い
そ
ぐ
の
余
り
、
改
正
法
に
よ
り
株
式
の
移
転
性
を
無
制
限
に
自
(
明
白
)
と
し
た
。
そ
の
た
め
の
弊
害
に
こ
ま
っ
た
経
済
界
は
、
実
際
会
社
の
経
営
に
好
ま
し
く
な
い
人
え
の
譲
渡
を
制
限
し
、
譲
渡
の
数
力
を
会
社
の
承
認
の
条
件
に
か
け
る
よ
う
、
定
款
に
規
定
す
る
こ
と
を
許
し
た
旧
法
(
虫
記
四
)
の
規
定
に
、
も
ど
る
こ
と
を
強
く
要
望
し
て
い
る
o
こ
れ
に
よ
っ
て
会
社
の
経
営
権
を
確
保
し
、
会
社
の
乗
取
り
を
防
ぎ
(
競
争
を
実
質
的
に
制
限
す
る
こ
と
と
な
る
場
合
の
株
式
を
取
得
す
る
こ
と
は
、
独
禁
法
の
禁
止
す
る
と
こ
ろ
だ
が
(畑
4
ト
一
誠
一
)
、
そ
う
で
な
い
株
の
買
占
め
は
禁
止
さ
れ
て
い
な
い
)
、
あ
る
い
は
総
会
屋
の
弊
害
を
防
ぐ
こ
と
を
目
的
と
さ
る
以
上
、
正
当
な
要
望
で
あ
る
。
い
わ
ば
一
種
の
公
共
性
あ
る
事
業
の
連
営
、
経
営
秩
序
、
保
護
増
進
の
前
に
は
、
株
主
の
個
人
権
は
後
退
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
日
刊
新
聞
が
社
会
の
公
器
で
あ
る
理
由
か
ら
、
譲
渡
制
限
が
み
と
め
ら
れ
る
と
す
れ
ば
(
期
制
一
緒
m燦
一
一
泊
附
弘
山
内
附
紛
一
般
市
防
羽
根
悦
羽
ゴ
)
株
式
会
社
の
場
合
に
も
、
之
に
準
じ
た
淡
渡
制
限
が
な
さ
れ
る
の
が
正
当
で
あ
る
。
株
式
の
譲
渡
に
適
当
な
制
限
を
加
え
て
も
、
深
い
考
慮
が
立
法
上
は
ら
わ
れ
る
な
ら
、
実
際
上
に
も
理
論
上
に
も
、
多
大
の
弊
害
が
あ
る
と
は
考
え
ら
れ
な
い
。
株
式
会
社
事
業
と
い
う
、
独
改
正
法
六
五
条
は
現
行
法
(
綜
一
)
と
同
様
、
記
名
株
券
が
、
一
長
書
の
方
法
に
よ
っ
て
移
転
す
る
こ
と
を
み
と
め
る
と
共
に
、
定
款
の
規
定
を
も
っ
て
、
譲
渡
に
は
会
社
の
承
認
を
必
要
と
し
、
そ
の
承
認
を
拒
む
理
由
を
定
め
る
こ
と
が
で
き
る
と
し
た
。
瑞
西
法
、
フ
ラ
ン
兵
法
お
よ
び
イ
タ
リ
ヤ
法
(
巳
結
五
)
も
ま
た
、
同
様
の
規
定
を
も
っ
て
い
る
o
殊
に
フ
ラ
γ
ス
で
は
中
小
会
社
が
、
好
ん
で
こ
の
制
限
を
も
う
け
、
第
三
者
が
狼
り
に
株
主
と
な
っ
て
会
社
に
入
り
こ
む
こ
と
を
防
い
で
い
る
。
但
し
定
款
に
よ
る
こ
の
制
限
は
、
記
名
株
券
の
ば
(
U〉
あ
い
だ
け
に
限
ら
れ
、
無
記
名
株
券
に
は
及
ば
な
い
。
仮
株
券
の
移
転
に
つ
い
て
も
、
こ
の
制
限
規
定
が
準
用
さ
れ
て
然
る
べ
き
で
あ
る
(
d
m
五
)
(
M
)
〈巳・
2
0
円
W
0
・
mw-mw・
c・-∞・
ωNω
・
ス
イ
ス
債
務
法
六
八
四
条
1
も
ま
た
、
記
名
株
券
の
譲
渡
を
定
款
の
規
定
に
よ
り
、
制
限
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
し
て
い
る
。
そ
の
理
由
に
つ
い
て
は
、
〈
巳
・
∞
z
k
o
♂
ロ
g
問。。
F
伴内目。一
p
r
z
oロ∞
go--ωnwmw時三ロ
L
O
円印。
7
4司
o
x
-
N
C
円目立
H
H
C
E
∞
-
E
民
・
ル
ク
ザ
ン
ブ
ル
ヒ
株
式
会
社
法
で
は
株
式
の
譲
渡
は
、
こ
れ
を
株
主
名
簿
に
登
録
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
会
社
に
対
抗
が
で
き
る
と
し
た
。
ベ
ル
キ
l
法
で
は
、
記
名
株
券
の
譲
渡
に
関
し
、
定
款
を
も
っ
て
株
券
の
譲
渡
を
特
別
の
条
件
の
下
に
(
例
、
総
会
ま
た
は
取
締
役
会
の
同
意
、
取
得
者
の
国
籍
・
人
柄
等
〉
、
こ
れ
を
許
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
譲
渡
制
限
の
条
項
は
す
べ
て
の
株
主
の
同
立
を
得
て
、
こ
れ
を
定
款
に
規
定
す
べ
き
も
の
だ
と
さ
れ
る
。
w
 
取
締
役
の
権
限
は
株
主
総
会
に
発
源
し
、
株
主
総
会
で
取
締
役
が
選
任
さ
れ
る
。
取
線
役
の
一
人
で
あ
る
労
働
取
締
役
(
E
Z
5
l
E
吋
o
r
g
c
(一
消
却
続
格
)
は
、
特
別
法
の
規
定
に
も
と
ず
き
、
労
働
者
使
用
人
の
代
表
と
し
て
、
監
査
役
会
に
選
任
さ
れ
た
為
法
)
監
査
取
締
役
会
西
独
株
式
会
社
法
の
成
立
と
そ
の
分
析
一五
東
洋
法
学
一六
役
会
に
よ
っ
て
選
任
さ
れ
、
一
般
の
取
締
役
と
同
等
の
権
利
を
も
ち
、
会
社
の
全
機
関
と
密
接
に
協
力
し
て
、
そ
の
収
務
を
お
こ
な
う
義
務
が
あ
る
。
労
働
者
ま
た
は
労
働
組
合
は
、
そ
の
代
表
者
を
会
社
の
機
関
に
送
る
こ
と
に
よ
り
、
経
営
の
実
態
を
知
り
会
社
と
の
接
触
を
密
に
し
、
無
用
の
摩
擦
・
誤
解
を
さ
け
、
か
つ
労
働
者
の
意
向
・
実
情
を
会
社
に
理
解
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
Q
こ
う
し
た
両
者
の
密
接
な
接
触
に
よ
り
、
労
使
は
互
に
理
解
協
力
し
て
労
使
関
係
の
円
満
、
経
営
の
発
展
が
期
待
さ
れ
る
。
わ
れ
わ
れ
は
、
我
国
に
お
い
て
も
、
速
か
に
こ
う
し
た
制
度
が
採
用
さ
れ
、
ま
す
ま
す
企
業
の
発
展
、
労
使
関
係
の
協
力
が
お
こ
な
わ
れ
る
こ
と
を
望
み
た
い
。
そ
れ
は
一
面
、
労
働
法
の
問
題
で
も
あ
る
が
、
他
面
多
数
の
従
業
員
を
抱
え
る
株
式
会
社
の
重
要
な
課
題
で
あ
る
。
労
働
者
は
、
た
ん
な
る
賃
金
労
働
者
で
あ
っ
て
は
な
ら
ぬ
。
労
働
を
も
っ
て
経
営
に
、
ま
た
国
家
社
会
に
奉
仕
協
力
す
る
も
の
で
あ
る
以
上
、
そ
の
代
表
者
が
企
業
の
機
関
に
参
加
し
て
、
完
全
な
共
同
決
定
権
を
も
つ
べ
き
筈
で
あ
る
。
一
般
取
締
役
を
選
任
す
る
総
会
が
会
社
の
最
高
機
関
で
あ
る
こ
と
は
、
改
正
法
も
現
行
法
と
変
ら
な
い
。
こ
の
点
日
本
法
と
ち
が
い
、
依
然
と
し
て
欧
大
陸
法
の
伝
統
を
く
ず
さ
な
い
。
こ
と
は
、
改
正
法
(
J
M
M
三
)
も
こ
れ
を
み
と
め
た
o
但
し
ひ
ろ
く
一
般
の
株
式
会
社
に
、
労
働
市
一
役
を
設
け
る
ま
で
に
は
進
歩
し
な
い
。
ド
イ
ツ
社
会
民
主
党
の
議
員
が
株
式
会
社
法
審
議
の
さ
い
、
白
河
訴
を
投
じ
た
の
も
、
広
く
こ
れ
を
認
め
さ
せ
よ
う
と
し
た
労
働
組
合
の
希
望
一
般
の
取
締
役
と
な
ら
ん
で
、
特
別
法
に
よ
っ
て
労
働
重
役
が
取
締
役
に
送
出
さ
れ
る
に
全
く
応
え
よ
う
と
し
な
か
っ
た
政
府
案
に
た
い
す
る
、
抵
抗
で
も
あ
っ
た
の
だ
。
西
独
一
九
五
一
年
五
月
二
一
日
の
共
同
決
定
権
法
、
く
わ
し
く
言
へ
ば
鉱
山
お
よ
び
鉄
鋼
製
造
業
に
し
た
が
う
企
業
の
、
監
査
役
・
取
締
役
会
に
お
け
る
使
用
人
の
共
同
決
定
権
に
関
す
る
法
律
二
二
条
に
よ
れ
ば
、
同
法
の
適
用
を
う
け
る
企
業
で
は
、
監
査
役
が
使
用
人
の
中
か
ら
労
働
取
締
役
を
選
任
す
る
の
だ
。
株
式
会
社
の
取
締
役
は
通
常
一
名
ま
た
は
一
名
以
上
の
人
が
選
任
さ
れ
る
。
資
本
金
三
百
万
マ
l
ク
以
上
の
株
式
会
社
の
取
締
役
の
数
は
、
定
款
に
特
別
の
規
定
の
な
い
か
ぎ
り
、
少
く
も
二
名
の
取
締
役
を
も
つ
こ
と
が
法
律
上
要
求
さ
れ
る
(
七
三
)
。
取
締
役
会
が
複
数
の
人
か
ら
成
り
立
つ
と
き
は
、
業
務
の
執
行
は
共
同
に
よ
っ
て
の
み
行
わ
れ
る
(
詰
)
こ
と
は
、
日
本
法
(
一
一
言
ニ
ホ∞
f
ニ
)
と
比
べ
て
、
あ
ま
り
変
り
は
な
い
。
取
締
役
会
が
、
数
人
ま
た
は
一
O
数
人
の
取
締
役
に
よ
っ
て
占
め
ら
れ
て
い
る
と
き
、
常
務
の
執
行
が
常
に
全
員
共
同
で
取
扱
わ
れ
ね
ば
な
ら
ぬ
と
す
れ
ば
、
余
り
に
も
繁
雑
で
あ
り
、
事
実
上
不
可
能
の
場
合
も
生
じ
る
。
そ
こ
で
通
常
日
常
の
業
務
は
、
社
長
・
副
社
長
お
よ
び
専
務
・
常
務
の
取
締
役
だ
け
の
会
合
(
常
務
会
〉
で
決
定
し
(
一
判
明
治
綜
0
)
て
取
行
う
の
が
我
国
で
も
実
際
上
慣
例
で
あ
る
。
西
独
法
(
悶
枇
訳
)
や
ス
イ
ス
債
務
法
〈
七
一
き
の
よ
う
な
便
宜
規
定
が
な
い
の
で
、
常
務
会
制
度
の
法
的
根
拠
に
つ
き
疑
問
を
生
ず
る
。
日
常
の
常
務
の
決
定
は
、
代
表
取
締
役
の
選
任
と
と
も
に
、
当
然
に
代
表
取
締
役
に
委
任
さ
れ
た
も
の
と
推
定
さ
れ
よ
う
が
、
重
要
な
業
務
は
取
締
役
会
が
決
定
す
る
の
で
、
常
務
会
は
重
要
な
常
務
の
決
定
に
つ
い
て
、
代
表
取
締
役
の
諮
問
機
関
で
あ
る
と
解
す
る
よ
う
だ
(
石
井
)
。
こ
う
し
た
諮
問
機
関
で
は
な
く
、
正
面
か
ら
こ
れ
を
決
議
機
関
と
み
と
め
、
複
雑
な
事
務
の
決
定
処
理
の
権
限
を
常
務
会
に
認
め
る
こ
と
は
、
事
務
の
処
理
・
法
律
関
係
の
明
確
安
固
化
を
き
た
す
所
以
で
あ
る
。
東
京
商
工
会
議
所
の
商
法
改
正
委
員
会
が
、
こ
れ
を
取
上
げ
な
い
理
由
が
不
可
解
だ
。
イ
タ
リ
ア
法
の
規
定
に
よ
れ
ば
(
一
一
一
一
一
M
f
)、
業
務
執
行
は
通
常
全
取
締
役
に
よ
っ
て
行
わ
れ
る
の
で
は
な
く
、
取
締
役
を
も
っ
て
成
立
す
る
執
行
取
締
役
会
2
0
E
Z
Z
2
0
2
z
g
)
、
ま
た
は
取
締
役
会
の
一
人
(
総
取
締
役
〉
に
権
限
を
委
譲
し
て
、
こ
れ
に
業
務
執
行
西
独
株
式
会
社
法
の
成
立
と
そ
の
分
析
七
学
を
委
任
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
会
社
業
務
の
執
行
を
筒
使
に
す
る
、
実
際
に
適
し
た
措
置
で
あ
る
。
東
洋
法
八
(
日
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民
・
労
働
者
使
用
人
を
代
表
し
て
取
締
役
会
に
送
ら
れ
た
労
働
重
役
の
立
場
の
難
し
い
こ
と
は
、
わ
か
る
。
会
社
の
利
益
と
労
働
者
側
の
利
益
の
調
和
を
は
か
る
こ
と
は
、
甚
し
い
困
難
に
あ
う
こ
と
は
あ
る
が
、
こ
れ
を
調
整
し
て
妥
当
な
線
を
引
く
こ
と
は
不
可
能
で
は
な
い
。
適
当
な
線
を
発
見
す
る
た
め
に
こ
そ
、
労
働
重
役
の
制
度
が
み
と
め
ら
れ
た
の
だ
が
。
だ
か
ら
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F
労
働
者
は
労
働
契
約
を
通
し
て
(
労
働
を
客
体
と
す
る
労
働
契
約
)
、
経
営
の
組
織
体
に
入
り
き
た
っ
た
者
で
あ
る
が
、
労
働
は
経
営
者
・
資
本
(
株
主
)
と
併
立
し
て
存
在
す
る
企
業
の
三
つ
の
基
本
的
要
因
で
あ
る
以
上
、
経
世
に
お
け
る
E
H
E
O
円ω
n
E
P
の
一
人
で
あ
る
。
そ
の
代
表
が
会
社
運
営
の
機
関
の
な
か
に
入
っ
て
来
、
他
の
取
締
役
と
同
等
の
地
位
を
占
め
な
い
の
が
、
却
っ
て
お
か
し
い
(
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「
取
締
役
は
法
令
お
よ
び
定
款
の
規
定
、
な
ら
び
に
総
会
の
決
議
を
遵
守
し
、
会
社
の
た
め
忠
実
に
そ
の
職
務
を
遂
行
す
る
義
務
を
負
う
」
(
主
四
)
と
規
定
し
た
。
四取
締
役
の
業
務
執
行
義
務
の
内
容
と
し
て
日
本
法
は
、
取
締
役
の
執
行
義
務
の
内
容
取
締
役
と
、
会
社
と
の
聞
の
関
係
が
委
任
閃
係
で
あ
る
と
い
う
以
上
、
当
然
な
こ
と
で
あ
る
(
何
一
一
語
一
了
I
)
0
条
文
は
若
干
忠
実
義
務
の
内
容
を
説
明
し
た
だ
け
に
す
ぎ
な
い
。
独
改
正
法
は
「
取
締
役
員
は
正
常
に
し
て
良
心
的
な
管
理
者
と
し
て
の
注
意
を
も
っ
て
、
業
務
の
執
行
に
従
事
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
会
社
の
与
信
に
よ
り
取
得
し
た
事
実
・
会
社
の
秘
密
、
す
な
わ
ち
取
締
役
と
し
て
業
務
執
行
中
知
り
え
た
経
営
お
よ
び
業
務
上
の
秘
密
は
黙
示
し
、
こ
れ
を
洩
ら
し
て
は
な
ら
な
い
。
」
と
規
定
す
る
と
と
も
に
、
七
三
条
一
項
は
、
か
ん
た
ん
に
「
取
締
役
は
自
己
の
責
任
の
も
と
で
、
会
社
を
指
導
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
」
と
定
め
た
。
」
の
改
正
法
七
三
条
の
規
定
は
、
現
行
法
ハ七
O
)
が
「
取
締
役
は
自
己
の
責
任
の
も
と
で
、
会
社
お
よ
び
そ
の
従
業
員
の
福
祉
繁
栄
の
た
め
、
な
ら
び
に
公
衆
お
よ
び
国
の
一
般
利
益
と
な
る
よ
う
に
、
会
社
を
指
導
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
」
と
明
規
し
た
こ
と
は
、
一
歩
後
退
の
感
じ
を
あ
た
え
る
。
そ
こ
で
修
正
委
員
会
で
は
二
個
の
修
正
提
案
を
だ
し
た
。
ま
ず
第
一
に
第
七
三
条
の
前
に
七
二
条
a
と
し
て
、
「
会
社
の
迩
営
は
、
そ
の
事
業
が
会
社
の
労
務
者
、
株
主
な
ら
び
に
公
衆
の
福
祉
繁
栄
を
き
た
す
よ
う
に
行
わ
れ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
」
と
の
条
文
を
設
け
よ
う
と
い
っ
た
。
そ
の
理
由
、
現
行
法
第
七
O
条
第
一
項
の
よ
う
な
規
定
を
、
文
言
を
変
え
て
附
加
補
足
す
べ
き
だ
。
政
府
案
の
ま
ま
に
し
て
お
く
と
き
は
、
裁
判
所
は
、
柏
も
す
れ
ば
あ
や
ま
っ
た
解
釈
を
下
し
、
取
締
役
は
従
来
の
よ
う
に
、
一
般
公
衆
の
福
祉
お
よ
び
労
務
者
の
福
祉
は
、
も
は
や
顧
み
る
必
要
が
な
い
も
の
と
誤
解
す
る
お
そ
れ
が
あ
る
。
そ
の
倶
が
な
い
と
し
て
も
、
会
社
な
ら
び
に
取
締
役
・
監
査
役
等
は
、
資
本
の
要
因
の
ほ
か
に
、
労
働
の
要
因
性
お
よ
び
一
般
公
衆
の
利
益
を
配
慮
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
と
の
重
大
基
本
原
則
は
、
こ
れ
を
条
文
上
暗
黙
の
ま
ま
に
打
ち
捨
て
お
く
べ
き
で
は
な
い
。
法
律
委
員
会
お
よ
び
経
済
委
員
会
の
委
員
の
多
数
意
見
は
、
こ
の
補
条
は
余
計
な
も
の
で
あ
り
、
附
加
を
必
要
と
し
な
い
。
た
と
い
株
式
会
社
の
行
為
は
本
条
利
潤
の
追
求
に
む
け
ら
れ
る
べ
き
も
の
で
あ
っ
た
と
し
て
も
、
経
済
全
体
お
よ
び
一
般
公
衆
の
利
益
を
忘
れ
る
こ
と
は
許
さ
れ
な
い
。
こ
の
こ
と
は
、
改
正
法
第
三
八
二
条
の
法
文
か
ら
も
読
み
と
ら
れ
る
。
会
社
が
利
潤
追
求
の
ほ
か
に
一
般
に
、
そ
の
労
務
者
の
稲
祉
を
顧
慮
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
こ
と
は
、
福
祉
社
会
的
な
法
お
よ
び
国
家
の
も
と
で
は
、
当
然
自
明
の
こ
と
で
あ
る
o
こ
の
基
本
西
独
株
式
会
社
法
の
成
立
と
そ
の
分
析
九
東
洋
法
学
二
O
原
則
は
各
種
の
規
定
の
な
か
で
、
明
ら
か
に
表
現
さ
れ
て
い
る
こ
と
(
例
、
解
雇
保
護
法
・
重
傷
者
雇
入
れ
法
・
経
営
組
織
法
、
労
働
災
害
防
止
法
等
)
に
よ
っ
て
も
、
明
ら
か
で
あ
る
。
会
社
が
、
そ
の
労
務
者
の
利
益
を
蔑
ろ
に
す
る
こ
と
を
得
な
い
と
い
う
理
由
は
、
自
明
の
理
で
あ
る
。
こ
と
新
し
く
、
そ
う
し
た
補
足
修
正
を
附
加
す
る
の
は
、
蛇
足
を
く
わ
え
る
に
等
し
い
。
か
よ
う
な
補
足
修
正
を
施
す
こ
と
は
、
却
っ
て
そ
の
補
修
を
重
視
す
る
の
あ
ま
り
、
労
務
者
の
福
祉
が
、
株
主
や
一
段
公
衆
の
福
祉
に
優
先
す
る
か
の
よ
う
な
、
誤
解
を
う
む
危
険
が
あ
る
。
補
修
に
無
用
で
あ
る
と
い
う
。
第
二
の
提
案
は
、
第
七
三
条
第
二
項
に
「
五
千
人
以
上
の
労
務
者
を
も
っ
企
業
会
社
は
、
少
く
も
三
人
の
取
締
役
を
も
た
ね
ば
な
ら
ぬ
。
」
と
の
規
定
を
附
加
せ
よ
と
い
う
。
五
千
人
以
上
の
労
務
者
を
も
っ
総
て
の
大
会
社
の
取
締
役
の
一
人
が
、
人
事
関
係
の
事
務
に
専
念
す
る
こ
と
が
、
可
能
に
な
る
か
ら
だ
と
言
う
。
こ
れ
に
対
し
て
も
委
員
会
の
大
多
数
は
、
反
対
意
見
で
あ
っ
て
、
政
府
案
に
た
い
し
、
か
よ
う
な
取
締
役
数
を
制
限
す
る
規
定
を
補
足
す
る
必
要
は
な
い
。
会
社
が
何
人
の
取
締
役
を
お
く
か
わ
、
各
場
合
の
あ
ら
ゆ
る
事
情
に
応
じ
、
会
社
み
ず
か
ら
が
こ
れ
を
決
定
す
べ
き
で
あ
る
。
そ
し
て
、
そ
の
決
定
を
す
る
に
あ
た
っ
て
は
、
企
業
に
従
事
す
る
労
務
者
の
数
だ
け
が
重
要
で
は
な
い
。
企
業
の
目
的
・
態
様
・
規
模
(
大
規
模
の
産
業
で
、
自
動
化
が
流
行
で
あ
る
今
日
)
等
も
ま
た
、
同
様
に
重
要
な
要
素
だ
。
と
い
う
訳
で
こ
の
提
案
も
し
り
ぞ
け
ら
れ
た
。
こ
の
提
案
、
殊
に
第
一
の
提
案
を
拒
絶
し
て
、
改
正
案
を
鵜
呑
み
に
し
て
、
法
案
を
通
過
さ
せ
た
こ
と
は
、
む
し
ろ
悲
し
む
べ
き
事
だ
。
条
文
の
後
退
と
い
わ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
ド
イ
ツ
の
よ
う
に
各
種
の
労
働
者
保
護
の
規
定
が
存
在
し
、
ま
た
労
働
力
に
た
い
す
る
理
解
あ
る
観
念
が
厳
然
と
し
て
い
る
国
で
は
、
労
働
の
要
因
を
資
本
要
因
に
併
立
主
視
す
る
こ
と
を
忘
れ
ず
、
し
た
が
っ
て
会
社
が
労
働
者
の
福
祉
を
尊
重
す
る
こ
と
疑
が
な
い
。
だ
か
ら
、
自
明
の
条
文
を
敢
え
て
設
け
る
必
要
が
な
い
か
も
し
れ
な
い
。
け
れ
ど
も
日
本
の
よ
う
に
、
ま
だ
資
本
主
義
の
強
い
国
で
は
、
い
ま
の
第
一
抗
案
の
よ
う
な
補
修
は
、
是
非
と
も
行
う
こ
と
が
肝
要
。
た
。
現
行
法
第
七
O
条
第
一
項
の
文
言
を
整
理
し
た
よ
う
な
規
定
が
、
日
本
株
式
会
社
法
改
正
の
さ
い
に
は
、
取
締
役
の
栄
務
執
行
に
つ
い
て
の
忠
実
義
務
と
し
て
、
こ
れ
を
明
規
す
る
こ
と
を
望
み
た
い
。
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・ト
5
・
K
 
改
正
法
は
依
然
と
し
て
、
取
締
役
お
よ
び
監
査
役
の
二
制
度
を
完
全
に
併
存
す
る
主
義
を
か
え
な
い
の
み
な
ら
ず
、
監
査
役
に
つ
い
て
監
査
役
と
そ
の
職
務
は
一
一
回
詳
し
い
規
定
を
も
う
け
、
取
締
役
の
後
見
の
役
を
強
調
し
た
。
英
米
法
に
お
い
て
は
、
会
社
の
機
関
と
し
て
は
、
株
主
総
会
Q
g
o
g
-
B
O
E
Z巴
と
重
役
会
2
2
E
O同
門
出
gn昨日
ω
〉
の
二
機
関
し
か
な
く
、
監
督
者
と
し
て
の
監
査
役
の
制
度
は
み
と
め
ら
れ
な
い
。
重
役
会
み
ず
か
ら
は
栄
務
の
執
行
者
で
も
あ
り
、
自
身
の
監
督
者
で
あ
る
と
い
う
こ
と
は
、
公
正
の
精
神
色
片
山
口
巳
1
0
え
貯
日
g
g
ω
〉
に
基
づ
く
も
の
で
あ
る
。
い
ず
れ
の
組
織
を
と
る
か
は
、
そ
の
国
の
国
情
と
経
済
界
の
実
際
に
て
ら
し
て
考
う
べ
き
、
立
法
問
題
で
あ
る
。
日
本
法
は
な
か
ば
米
英
法
に
な
ら
い
戦
後
監
査
役
の
権
限
を
縮
少
し
、
会
計
だ
け
の
監
査
役
に
し
て
し
ま
っ
た
が
、
そ
の
正
否
に
は
疑
問
が
あ
る
。
最
近
山
陽
特
殊
鋼
会
社
そ
の
他
の
倒
産
に
さ
い
し
、
粉
飾
決
算
の
問
題
が
、
や
か
ま
し
く
世
論
に
の
ぼ
っ
た
例
を
み
て
も
、
寧
ろ
監
査
役
の
人
選
・
権
限
を
強
化
し
、
企
栄
の
適
正
な
運
営
を
計
る
よ
う
、
制
度
を
改
正
す
べ
き
で
あ
る
。
西
独
株
式
会
社
法
の
成
立
と
そ
の
分
析
東
洋
法
主主主，
弓一
世
論
は
、
山
陽
特
殊
鋼
会
社
の
場
合
、
粉
飾
決
算
を
看
破
指
摘
し
得
な
か
っ
た
公
認
会
計
士
制
度
の
欠
陥
を
あ
げ
、
公
認
会
計
士
制
度
の
改
革
に
乗
出
し
た
。
公
認
会
計
士
が
私
選
の
た
め
、
十
分
な
外
部
監
査
を
、
公
正
に
お
こ
な
う
こ
と
が
困
難
で
あ
る
事
情
も
あ
り
、
公
認
会
計
士
の
刑
事
追
求
の
規
定
も
公
認
会
計
士
法
に
な
い
な
ど
の
欠
点
は
、
近
く
改
正
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
が
、
外
部
監
査
制
度
の
強
化
だ
け
に
止
ま
る
の
で
は
、
不
十
分
で
あ
る
。
内
部
監
査
の
役
目
に
あ
る
監
査
役
が
、
会
計
上
の
能
力
な
く
、
粉
飾
決
算
の
ご
ま
か
し
を
見
破
り
得
な
か
っ
た
こ
と
、
あ
る
い
は
適
正
な
監
査
を
怠
る
監
査
役
制
度
の
弱
体
化
は
、
あ
ら
た
め
ね
ば
な
ら
ぬ
。
監
査
役
の
選
任
、
人
数
、
資
格
お
よ
び
職
務
に
つ
い
て
再
考
す
べ
き
で
あ
る
(
聡
一
ト
蹴
脳
強
引
萌
む
。
監
査
役
に
は
、
添
加
的
重
役
と
し
て
、
取
締
役
の
御
先
棒
を
か
つ
ぐ
勢
力
の
弱
い
者
が
好
ん
で
選
任
さ
れ
る
と
い
う
経
済
界
の
実
際
に
も
罪
が
あ
る
。
ド
イ
ツ
の
実
際
の
よ
う
に
、
取
締
役
を
指
導
監
督
す
る
能
力
と
誠
意
の
あ
る
人
物
、
会
長
級
の
者
が
監
査
役
に
選
任
さ
れ
、
あ
る
い
は
瑞
西
債
務
法
の
規
定
す
る
よ
う
に
(
同
時
計
一
一
一
九
)
、
厳
格
な
規
定
を
お
き
、
監
査
役
に
選
任
さ
れ
る
者
は
、
職
業
的
公
認
会
計
土
(
回
O
H
p
p
z
i吋
。
お
ろ
で
あ
る
こ
と
を
要
し
、
ま
だ
定
款
の
規
定
お
よ
び
株
主
総
会
の
決
議
に
よ
り
、
必
要
の
場
合
に
は
、
特
に
監
査
人
あ
る
い
は
専
門
家
尖
o
E
E同
g
円。
o
p
r
S
2
B
E
E
-
-
m
o
)
(
詰
一
)
を
任
命
し
て
、
義
務
の
全
部
ま
た
は
一
部
の
適
否
を
検
査
さ
せ
る
こ
と
の
で
き
る
措
置
等
を
考
う
べ
き
で
あ
匂
今
回
の
山
陽
特
殊
鋼
株
式
会
社
等
の
倒
産
を
模
機
と
し
、
公
認
会
計
士
制
度
の
再
検
討
が
具
体
的
に
す
す
め
ら
れ
、
ま
た
最
近
大
蔵
省
証
券
取
引
法
(
二
四
〉
に
よ
る
上
場
株
式
会
社
の
、
を
、
公
表
し
た
(
綱
同
紡
札
町
一
肌
和
一
・
)
0
こ
れ
ら
の
努
力
を
多
と
す
る
が
、
世
論
は
わ
が
国
監
査
役
制
度
に
反
省
の
限
を
む
け
な
い
の
は
不
思
議
で
あ
る
。
山
陽
特
殊
鋼
会
社
事
件
に
お
い
て
、
常
任
監
査
役
が
社
長
取
締
役
と
と
も
に
拘
禁
さ
れ
、
刑
事
上
の
責
任
を
と
わ
れ
て
い
る
t土
有
価
証
券
報
告
書
提
出
義
務
に
つ
い
て
、
厳
し
い
監
督
の
態
度
を
と
る
こ
と
事
実
に
、
限
を
つ
む
る
訳
に
は
ゆ
か
な
ぬ
。
い
ず
れ
に
し
て
も
、
中
途
半
端
な
わ
が
現
行
法
の
監
査
制
度
に
つ
い
て
の
規
定
は
、
す
み
や
か
に
、
改
革
さ
れ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
経
済
界
な
ら
び
に
立
法
者
の
反
省
・
努
力
を
期
待
す
る
。
(
日
)
株
式
会
社
に
お
け
る
機
関
に
つ
い
て
、
三
機
関
主
義
と
二
機
関
主
義
(
す
な
わ
ち
株
主
総
会
と
重
役
会
!
口
町
E
g
g
-こ
れ
を
取
締
役
と
訳
す
こ
と
は
、
日
本
法
に
お
け
る
取
締
役
を
想
記
す
る
の
で
、
仮
り
に
こ
れ
を
重
役
と
い
う
)
の
優
劣
、
そ
の
職
務
の
分
配
に
つ
い
て
は
〈
巳
・
同
O
R
E自
国
向
島
田
ωロ
p
u
g
H
μ
ゅの}込
ι0門
出
ωロ
仏
巴
ωmgo-
ω
の
F
m
p
oロ
2
0ロ
mzmnroロ
H
N
o
o
E
m
W
5
2・
回
o
z
Z
H
n
E
m・ロ
O
R・
(
却
)
ス
イ
ス
法
に
お
け
る
監
査
役
制
度
に
つ
い
て
は
〈
巴
・
ω
Z
K
0
3
ロ
g
H
N
2
E
L
O円
〉
r
z
oロ∞
g
z
z巳
ω丘
町
ロ
円
同
日
印
の
げ
毛
色
N
・
印
-
M
∞民
-umscnmwロ
下
問
0
5
g
oロ
Z
円
N
ロ
B
E
H
H
d司巴
N
・
〉
w
z
oロ
円
ゅ
の
げ
件
、
〉
円
件
、
吋
NH・3
H・
(
幻
)
イ
タ
リ
ヤ
法
の
下
に
お
い
て
も
(
ニ
E
m北
!
)
、
監
査
役
会
(no-
o巴
0
2
E
5
-
o
)
は
取
締
役
に
た
い
し
力
が
弱
く
、
業
務
執
行
の
適
否
を
批
判
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
こ
う
し
た
欠
陥
に
た
い
し
て
、
改
正
論
が
出
て
い
る
。
(
z
s
z
r
H
V
B
E
E
-
5
5
句
。
円
ロ
ロ
mw
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氏
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株
主
以
外
の
も
の
に
新
株
引
受
権
を
あ
た
え
る
に
は
、
定
款
に
之
に
関
す
る
規
定
が
あ
る
と
き
で
も
、
新
株
引
受
権
か
な
ら
ず
株
主
総
会
の
特
別
決
議
を
も
っ
て
、
「
商
二
人
J
:
、
-
}
〉
foノ
ニ
」
占
し
ょ
d
q
カ
そ
の
決
議
が
な
さ
れ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
こ
の
場
合
取
締
役
は
、
株
主
総
会
で
そ
の
必
要
理
由
を
開
示
す
る
こ
と
を
要
す
る
日
本
法
の
規
定
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
わ
が
国
の
実
際
で
は
、
」
の
よ
う
な
特
別
決
議
を
し
な
い
で
、
新
株
引
受
権
(
具
体
的
な
新
株
引
受
権
)
を
拍
棄
し
た
株
主
西
独
株
式
会
社
法
の
成
立
と
そ
の
分
析
東
詳
法
学
二
四
(
例
・
総
株
主
の
7
Z乃
至
5
%
)
が
あ
る
場
合
、
会
社
は
こ
れ
を
一
括
し
て
特
定
の
証
券
会
社
(
例
、
野
村
証
券
と
か
山
一
証
券
と
か
に
)
に
引
受
さ
せ
る
(
新
株
発
行
金
額
か
ら
幾
分
低
価
を
も
っ
て
引
受
さ
せ
る
。
買
受
引
受
)
。
証
券
会
社
は
こ
れ
を
株
式
市
場
で
高
価
な
相
場
で
顧
客
に
売
付
け
、
そ
の
差
額
を
利
益
す
る
の
が
通
例
で
あ
る
。
こ
の
買
受
引
受
の
適
法
性
を
み
る
と
め
る
学
説
も
あ
る
が
、
判
例
は
こ
ぞ
っ
て
こ
れ
に
反
し
て
、
買
取
引
受
を
不
適
法
と
す
る
(
一
円
誠
一
計
駄
臨
地
)
の
で
実
際
界
は
街
勤
し
た
。
や
が
て
経
団
連
を
中
心
に
商
法
の
改
正
問
題
と
し
て
取
上
げ
ら
れ
、
法
務
省
も
昭
和
三
九
年
一
月
改
正
法
律
案
要
綱
(
鯨
瑚
)
で
、
そ
の
有
効
性
を
み
と
め
る
よ
う
に
な
っ
た
が
、
未
だ
要
綱
は
そ
の
佳
で
限
っ
て
い
る
。
ド
イ
ツ
に
お
い
て
の
実
際
新
株
発
行
の
場
合
、
株
主
は
い
わ
ゆ
る
間
接
的
引
受
権
を
あ
た
え
ら
れ
(自
xggmw
円。ω
ロO
N
ロ
mm
円。一・
3
る
の
が
通
常
で
あ
る
。
そ
し
て
形
式
的
に
は
銀
行
ま
た
は
銀
行
団
が
新
株
引
受
権
を
取
得
し
、
こ
れ
を
規
定
の
相
場
で
個
々
の
株
主
が
買
受
け
る
o
こ
れ
は
銀
行
と
会
社
と
の
あ
い
だ
で
、
第
三
者
(
株
主
)
の
為
に
す
る
契
約
(
ヨ
但
)
を
結
び
、
株
主
は
銀
行
団
に
た
い
し
、
自
己
の
持
株
に
対
応
す
る
数
の
新
株
の
引
渡
し
を
請
求
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
新
株
引
受
の
複
雑
な
手
数
を
省
き
、
会
社
は
ま
た
速
か
に
資
金
の
受
入
れ
が
で
き
る
。
こ
の
間
接
の
新
株
引
受
権
は
自
由
に
譲
渡
が
で
き
る
。
そ
こ
で
商
法
の
一
部
改
正
要
綱
は
現
行
法
を
厳
格
に
解
し
、
第
三
者
引
受
の
場
合
も
総
会
の
特
別
決
訟
を
要
す
る
と
し
て
も
、
さ
ら
に
新
株
引
受
権
の
譲
渡
を
み
と
め
る
が
、
こ
れ
を
認
め
る
必
要
が
あ
る
か
否
か
の
判
断
を
会
社
の
自
主
的
な
決
定
に
委
ね
た
。
即
ち
新
株
引
受
権
の
譲
渡
を
み
と
め
る
場
合
は
、
そ
の
旨
を
新
株
発
行
の
決
議
と
同
時
に
さ
だ
め
る
こ
と
を
要
す
と
、
そ
の
た
め
に
新
株
引
受
権
証
書
の
発
行
を
ゆ
る
し
、
そ
の
記
載
内
容
を
さ
だ
め
た
。
新
株
引
受
格
証
言
は
有
価
証
券
と
さ
れ
、
譲
渡
に
は
証
言
の
交
付
を
要
す
る
。
但
し
便
宜
の
た
め
、
そ
の
紛
失
の
場
合
に
は
、
除
椛
判
決
に
よ
ら
ず
、
株
式
申
込
証
に
よ
っ
て
新
株
の
申
込
が
で
き
る
と
し
た
。
ド
イ
ツ
の
改
正
法
の
規
定
を
み
る
に
、
会
社
は
各
株
主
に
た
い
し
、
従
来
の
資
本
に
つ
い
て
の
持
分
に
応
じ
新
株
を
あ
た
え
ね
ば
な
ら
ぬ
。
取
締
役
は
そ
の
引
受
金
額
を
会
社
の
広
告
掲
載
紙
に
こ
れ
を
公
告
す
べ
き
で
あ
る
。
新
株
引
受
権
は
資
本
増
加
の
特
別
決
議
に
よ
り
て
の
み
、
そ
の
全
部
ま
た
は
一
部
を
奪
う
こ
と
が
で
き
る
こ
比
四
恥
)
o
同
条
五
項
は
間
接
の
新
株
引
受
権
に
関
す
る
も
の
で
あ
る
が
、
始
め
政
府
案
は
、
新
株
式
が
第
三
者
に
よ
っ
て
引
受
け
ら
れ
た
上
、
さ
ら
に
こ
れ
を
個
々
の
株
主
に
与
え
る
義
務
を
第
三
者
に
課
す
る
場
合
、
こ
れ
を
引
受
椎
の
排
除
と
認
め
よ
う
と
し
た
。
と
こ
ろ
が
委
員
等
は
こ
の
間
接
の
引
受
け
に
よ
る
場
合
を
し
い
て
引
受
権
の
排
除
と
は
み
な
い
。
取
締
役
は
、
銀
行
そ
の
他
の
信
用
機
関
の
新
株
引
受
申
入
れ
が
あ
れ
ば
、
そ
の
事
実
、
び
に
右
申
入
承
認
期
間
を
、
会
社
所
定
の
掲
載
紙
に
公
告
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
(
一
日
四
)
と
し
た
o
間
接
的
引
受
権
附
与
に
つ
い
て
、
信
用
機
関
が
介
入
す
る
こ
と
は
、
現
在
ド
イ
ツ
に
お
い
て
も
実
際
に
行
わ
れ
て
い
る
の
で
、
こ
の
実
際
に
添
う
べ
き
だ
と
委
員
等
は
説
明
し
て
い
一
株
に
つ
き
支
払
わ
る
べ
き
金
額
、
な
ら
る
。
改
正
法
で
は
、
間
接
の
新
株
引
受
権
附
与
は
、
直
接
的
附
与
の
場
合
と
同
視
さ
れ
て
い
る
の
だ
。
信
用
機
関
与
え
の
監
督
は
厳
し
い
の
で
、
信
用
機
関
が
株
主
に
新
株
式
を
正
当
に
交
付
し
な
い
こ
と
は
あ
り
得
な
い
と
考
え
ら
れ
る
。
株
主
の
新
株
引
受
権
は
、
本
質
上
株
主
権
の
一
部
を
請
求
す
る
も
の
で
あ
る
か
ら
、
そ
れ
だ
け
を
株
主
権
か
ら
引
離
し
て
談
渡
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
け
れ
ど
も
決
議
の
あ
っ
た
後
の
具
体
的
な
新
株
引
受
権
宗
g
w
B
Z
宮
N
2
2
8
3
H
2
5
0〉
は
、
財
産
権
の
一
種
で
あ
る
か
ら
、
談
渡
可
能
性
を
そ
な
え
る
に
至
る
。
株
式
の
譲
渡
を
制
限
づ
け
る
と
同
様
の
理
由
で
、
新
株
引
受
権
の
談
渡
に
つ
い
て
も
、
会
社
の
承
諾
を
必
要
と
す
る
と
定
め
ら
れ
る
べ
き
で
あ
る
。
具
体
的
の
引
受
権
の
内
容
を
記
載
し
た
証
券
を
新
株
引
受
権
証
書
9
0
N
c
m
m円
2
E
m
ω
の
Z
Z
)
と
い
う
。
る。
一
種
の
記
名
有
価
証
券
で
あ
西
独
株
式
会
社
法
の
成
立
と
そ
の
分
析
二
五
東
洋
法
学
二
六
新
株
発
行
の
さ
い
、
額
面
金
額
を
こ
え
て
新
株
を
発
行
す
る
場
合
は
、
そ
の
最
低
額
に
つ
い
て
増
資
の
決
議
に
お
い
て
こ
れ
を
定
め
る
(ι
。)0
こ
の
規
定
は
現
行
法
(
一
四
九
)
と
同
様
で
あ
る
o
日
本
商
法
二
八
O
条
の
二
第
二
項
の
規
定
と
対
比
し
て
問
題
が
あ
る
こ
と
は
、
前
述
の
通
り
で
あ
る
。
(
幻
)
味
村
治
・
商
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
案
要
綱
案
の
解
説
・
商
事
法
務
研
究
三
O
四
号
、
同
一
三
五
号
・
買
受
引
受
と
東
京
高
裁
。
高
井
清
治
・
引
受
契
約
に
つ
い
て
・
同
誌
二
九
三
号
、
味
村
治
・
割
当
自
由
の
原
則
と
第
三
者
の
新
株
引
受
権
・
向
上
誌
三
二
五
号
、
矢
沢
惇
・
商
法
改
正
案
の
内
容
と
問
題
点
・
同
誌
=
二
六
号
等
い
ず
れ
も
こ
の
問
題
を
取
扱
っ
て
い
る
。
(
お
)
〈
m-・
2
R
5・
司
m
g
L
o
Z
B
o
z
-
m・
ω
S
F
宅
E
E
E
m
o♂
〉
w
z
g円。
z
w
∞
-Nω
∞
・
ス
イ
ス
法
で
は
、
新
株
引
受
権
に
つ
い
て
は
、
わ
ず
か
に
六
五
三
条
で
「
各
株
主
は
、
定
款
の
規
定
ま
た
は
増
資
の
決
議
で
特
別
の
さ
だ
め
を
し
な
い
以
上
、
従
来
の
持
株
数
に
対
応
し
て
、
新
株
引
受
権
を
も
っ
」
と
規
定
す
る
だ
け
で
、
詳
細
の
規
定
が
な
い
。
け
れ
ど
も
銀
行
団
の
引
受
に
よ
る
、
株
主
の
間
接
引
受
権
制
度
が
お
こ
な
わ
れ
て
い
る
。
イ
タ
リ
ャ
・
フ
ラ
ン
ス
・
ベ
ル
ギ
等
の
諸
国
で
は
、
新
株
引
受
権
に
つ
い
て
の
規
定
を
お
か
ず
、
会
社
の
自
治
に
ま
か
せ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
(
M
〉
法
制
審
議
会
は
二
度
に
わ
た
っ
て
、
商
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
案
要
綱
を
決
定
し
た
。
そ
の
大
部
分
は
東
京
商
工
会
議
所
が
、
再
度
に
わ
た
っ
て
要
望
し
た
改
正
で
あ
る
が
、
第
四
十
八
通
常
議
会
に
提
出
さ
れ
ず
に
終
っ
た
。
そ
の
主
要
点
は
、
(
イ
)
記
名
株
券
の
裏
書
の
廃
止
、
株
券
不
発
行
制
度
の
新
設
、
(
ロ
)
買
受
引
用
条
，
適
法
化
、
(
ハ
)
株
式
譲
渡
の
自
由
の
制
限
、
(
ニ
〉
決
議
権
の
不
統
一
行
使
の
問
題
で
あ
る
。
東
京
商
工
会
議
所
は
、
そ
の
早
急
実
現
を
望
む
要
望
書
を
決
め
、
近
く
正
式
に
法
務
大
臣
其
他
の
関
係
方
面
に
提
出
す
る
こ
と
と
な
っ
た
由
で
あ
る
(
商
事
法
研
究
・
一
九
六
五
・
八
・
二
五
日
号
)
。
わ
れ
わ
れ
も
、
そ
の
実
現
の
一
日
も
早
い
こ
と
を
期
待
す
る
。
(
お
)
〈
巴
・
宅
骨
L
Z
m
o♂
〉
w
z
oロ円
2
5・
∞
-
M
ω
印
U
2
0円
w
p
E
g
L巳
ω
円
ゅ
の
王
・
∞
・
ω
8
引
受
権
証
券
の
性
質
に
つ
い
て
は
、
な
ほ
〈
巴
・
宅
宮
の
E
o♂
N
回目白・
5
ω
0
・
ω・
口
H
U
印
匂
ユ
ロ
mo♂
四
日
回
目
内
〉
円
。
}
]
・
M
M
宍
日
ω
商
法
は
会
社
が
外
部
か
ら
資
本
金
を
受
入
れ
る
場
合
、
即
ち
実
質
的
増
資
の
場
合
に
は
、
明
確
な
規
定
を
お
く
が
、
名
義
上
の
増
資
、
す
な
わ
ち
会
社
が
、
資
本
金
を
超
過
す
る
会
社
の
財
産
を
も
っ
て
増
資
を
行
な
う
場
合
に
つ
い
て
は
、
多
く
の
規
定
を
お
か
な
い
。
け
れ
ど
も
、
そ
れ
が
許
さ
れ
ぬ
と
い
う
訳
は
な
い
。
こ
れ
に
よ
り
資
本
金
以
上
の
財
産
を
も
っ
、
余
裕
の
あ
る
会
社
が
、
種
々
の
経
済
的
事
情
か
ら
、
資
本
金
に
こ
れ
を
組
入
れ
、
会
社
財
産
と
資
本
金
額
と
の
差
額
を
調
整
す
る
た
め
に
行
う
適
法
の
措
置
で
あ
る
。
そ
の
性
質
に
つ
い
て
は
争
い
も
あ
り
う
る
が
、
そ
れ
は
単
に
会
計
上
の
処
置
で
あ
り
、
会
社
の
資
産
を
増
減
さ
せ
る
も
の
で
は
な
い
。
他
の
見
方
を
も
っ
て
す
れ
ば
、
そ
れ
は
株
主
に
た
い
す
る
利
益
配
当
の
一
種
で
あ
る
と
同
時
に
、
そ
の
全
金
額
に
相
当
す
る
新
株
の
発
行
で
あ
る
と
、
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
見
方
を
す
れ
ば
、
株
式
会
社
に
と
っ
て
は
資
本
の
増
額
で
あ
り
、
株
主
に
と
っ
て
は
そ
れ
だ
け
財
産
上
の
収
入
で
あ
る
(
し
た
が
っ
て
株
主
に
は
所
得
税
を
支
払
う
義
務
が
発
生
す
る
、
と
い
う
不
利
益
な
結
果
に
な
る
)
。
こ
の
よ
う
に
会
社
の
自
由
財
産
か
ら
こ
れ
を
資
本
に
組
入
れ
る
行
為
を
資
本
同
化
(
同
省
広
巳
g
m
Z
X
F
Eロ
巴
と
い
い
、
そ
の
際
に
新
た
に
発
行
さ
れ
た
株
式
を
無
償
株
(
司
円
巳
・
O
L
・
の
B
E
S
E
-
o
)
と
い
う
(
〈
巴
・
宅
骨
伝
ロ
な
♂
〉
w
z
g円
2
5・
ω・
N8u
同
g
n
y関
与
問
Z-R-
v
o
u
cロ∞
ωロ
ω
の
2
0
Z
ω
与
え
S
E
I
Z
E
-
ω
・
〉
巴
同
巴
む
)
。
改
正
法
は
は
じ
め
、
会
社
の
使
用
人
に
無
償
株
を
給
与
す
る
こ
と
に
つ
い
て
、
第
二
O
O条
二
項
お
よ
び
第
二
O
九
条
の
規
定
を
お
い
た
が
、
修
正
委
只
会
の
立
見
で
こ
れ
を
削
除
し
た
。
そ
し
て
、
第
一
九
二
条
第
三
項
を
さ
ら
に
取
入
れ
、
か
か
る
場
合
の
会
計
上
の
処
置
を
さ
だ
め
、
か
つ
株
式
の
内
容
お
よ
び
株
式
発
行
の
条
件
は
、
原
則
と
し
て
取
締
役
会
が
決
定
ニ
ヘ
一
九
二
・
J
し
、
監
査
役
の
同
意
を
必
要
と
し
7
(
I
}
改
正
法
の
と
る
学
説
は
右
の
一
面
説
で
あ
り
、
二
面
説
を
す
て
、
無
償
株
発
行
は
利
益
分
配
と
、
新
株
発
行
行
為
と
が
あ
る
も
の
で
は
な
い
と
し
た
。
貸
借
対
照
表
上
あ
ら
わ
れ
た
利
益
が
増
資
の
た
め
資
本
に
組
入
ら
れ
る
も
の
で
は
な
く
、
営
業
年
度
未
剰
余
金
が
準
備
金
に
ま
わ
さ
れ
た
ニ
ヘ
一
九
二
J
。
後
、
変
転
に
む
け
ら
れ
る
の
だ
と
い
う
立
場
を
と
っ
7
{条
三
項
)
(
M
m
)
新
株
式
を
額
面
金
額
よ
り
も
高
価
で
発
行
す
る
決
議
に
お
い
て
、
そ
の
額
を
さ
だ
め
な
か
っ
た
場
合
に
は
、
そ
の
株
式
の
取
引
相
場
に
よ
る
べ
き
だ
。
株
主
以
外
の
第
三
者
が
新
株
を
引
受
け
る
こ
と
は
、
こ
れ
に
よ
り
第
三
者
が
会
社
の
全
財
産
に
加
入
す
る
こ
と
を
意
味
す
る
。
言
葉
を
換
え
れ
ば
、
従
来
の
株
主
の
出
資
お
よ
び
こ
れ
に
よ
る
利
益
準
備
金
そ
の
他
の
会
社
全
財
産
に
新
た
に
持
分
を
も
つ
わ
け
で
あ
る
。
だ
か
ら
株
主
椛
者
の
引
受
権
を
奪
い
、
第
三
者
に
引
受
権
を
あ
た
え
る
に
際
し
て
は
、
入
会
費
と
も
い
う
べ
き
打
歩
金
ま
た
は
参
加
料
を
支
払
う
こ
と
が
必
要
と
な
る
。
こ
の
参
加
料
は
第
三
者
が
引
受
権
を
得
て
、
現
存
の
莫
大
な
財
産
に
、
一
定
の
持
分
を
得
る
た
め
に
支
払
わ
れ
る
代
金
の
よ
う
な
も
の
だ
。
こ
の
参
加
料
の
額
は
個
々
の
株
式
の
相
場
額
か
ら
、
額
面
金
額
を
差
引
い
た
残
高
で
あ
る
。
(
厳
格
に
い
え
ば
、
会
社
の
全
財
産
か
ら
会
社
資
本
金
高
を
控
除
し
た
残
高
を
株
数
に
よ
っ
て
割
っ
た
金
額
)
。
株
式
の
時
価
発
行
の
根
拠
が
こ
こ
に
あ
る
(
〈
巳
・
宅
位
三
宮
古
♂
P
P
0・∞
-
N
2。
新
株
公
募
の
場
合
の
新
株
引
受
価
額
は
、
概
ね
株
式
の
市
場
相
場
を
標
準
に
し
て
定
め
ら
れ
る
理
由
も
こ
こ
に
あ
る
。
西
独
株
式
会
社
法
の
成
立
と
そ
の
分
析
二
七
京
洋
法
学
二
八
労
務
者
の
共
同
決
定
権
と
改
正
法
ド
イ
ツ
に
お
け
る
労
務
者
の
共
同
決
権
法
は
、
周
知
の
よ
う
に
、
一
般
会
社
法
の
規
定
の
な
か
に
そ
れ
ぞ
れ
散
在
す
る
の
で
は
な
く
、
経
蛍
組
訟
法
や
一
九
五
一
年
の
労
務
者
共
同
決
定
権
、
お
よ
び
一
九
五
六
年
の
そ
の
補
修
法
に
よ
っ
て
そ
れ
ぞ
れ
規
定
さ
れ
て
い
る
だ
け
だ。
新
株
式
会
社
法
お
よ
び
そ
の
施
行
法
(
三
五
〉
は
、
右
三
個
の
法
律
以
外
に
、
会
社
個
有
の
規
定
を
も
っ
て
、
共
同
決
定
権
に
つ
き
個
有
の
会
社
に
お
け
る
規
定
を
、
詳
細
に
お
く
こ
と
が
で
き
た
筈
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
改
正
法
で
は
、
こ
れ
に
関
す
る
規
定
は
、
極
め
て
僅
少
に
す
ぎ
な
い
。
そ
の
理
由
は
、
草
案
理
白
書
に
示
さ
れ
た
と
こ
ろ
に
よ
れ
ば
、
「
共
同
決
定
権
に
関
す
る
規
定
を
株
式
会
社
法
中
に
一
般
に
み
と
め
、
草
案
の
盛
っ
た
特
別
法
に
よ
る
取
締
役
会
お
よ
び
監
査
役
会
に
、
労
務
者
の
代
表
が
参
加
す
る
場
合
だ
け
に
限
ら
ず
、
ひ
ろ
く
こ
れ
に
関
す
る
規
定
を
設
け
よ
と
の
提
案
に
は
、
時
期
尚
早
と
答
え
る
ほ
か
な
い
」
と
い
う
。
改
正
法
案
で
は
、
た
ん
に
右
三
法
の
規
定
す
る
共
同
決
定
権
を
株
式
会
社
法
が
取
入
れ
る
に
際
し
て
、
発
生
す
る
争
い
、
ま
た
は
疑
を
明
確
に
し
、
あ
る
い
は
立
法
技
術
上
の
欠
陥
を
た
だ
そ
う
と
す
る
だ
け
で
、
共
同
決
定
杭
に
つ
い
て
の
基
本
問
題
を
き
わ
め
、
ま
た
は
法
発
展
の
現
状
を
知
ろ
う
と
も
し
な
い
。
共
同
決
定
権
に
背
を
む
け
、
労
働
組
合
や
労
働
法
学
者
の
説
に
は
、
耳
を
傾
け
よ
う
と
も
し
な
い
(
m
A
)
 
改
正
案
の
態
度
に
は
、
激
し
い
非
難
の
戸
が
あ
が
っ
た
。
企
業
法
の
改
正
が
、
現
在
統
一
的
に
取
扱
わ
ね
ば
な
ら
ぬ
諸
問
題
の
う
ち
、
特
に
重
要
な
も
の
は
三
つ
あ
る
。
公
示
の
問
題
と
コ
γ
ツ
エ
ル
ン
法
と
、
労
務
者
の
共
同
決
定
権
の
問
題
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
株
式
会
社
法
だ
け
の
改
正
案
は
そ
の
性
質
上
、
他
の
各
種
の
人
的
会
社
に
お
け
る
、
共
同
決
定
権
の
規
定
に
及
ぶ
こ
と
は
で
き
な
い
。
ま
た
企
業
の
組
織
の
大
小
に
よ
っ
て
、
そ
の
規
定
を
具
に
す
る
こ
と
当
然
で
あ
る
か
ら
、
改
正
法
は
、
会
計
お
よ
び
営
業
の
公
示
主
義
の
問
題
と
、
コ
ン
ツ
ェ
ル
ン
の
問
題
に
つ
い
て
は
、
可
成
詳
細
な
規
定
を
設
け
た
。
だ
が
反
対
に
、
最
後
の
共
同
決
定
権
の
問
題
に
つ
い
て
は
、
ま
っ
た
く
世
間
の
期
待
を
裏
切
っ
た
。
一
九
六
一
年
二
月
一
日
、
ド
イ
ツ
労
働
組
合
総
同
盟
3
2
z
n
r
o
の
ぬ
当
2
E与
え
Z
E
E
-ロ
の
回
)
は
、
政
府
案
で
あ
る
草
案
お
よ
び
施
行
法
草
案
に
た
い
し
、
批
評
の
目
を
む
け
、
共
同
決
定
権
に
つ
い
て
の
規
定
の
改
案
を
も
と
め
た
。
そ
の
態
度
は
ご
く
消
極
的
で
あ
っ
て
、
共
同
決
定
権
に
つ
い
て
の
規
定
を
、
根
本
的
に
変
更
し
よ
う
と
言
う
も
の
で
は
な
く
、
ま
た
、
決
定
権
の
対
象
を
拡
張
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
も
な
か
っ
た
。
も
っ
と
も
り
の
回
は
、
そ
の
前
す
で
に
一
九
六
O
年
一
一
月
一
日
に
改
正
法
案
に
た
い
す
る
自
身
の
立
場
を
明
白
に
し
た
。
こ
れ
に
よ
る
と
、
す
べ
て
の
企
業
の
大
株
式
会
社
に
〈
会
社
財
産
関
係
如
何
に
か
か
わ
ら
ず
〉
、
現
在
の
共
同
決
定
権
の
規
定
を
拡
大
し
よ
う
と
主
張
し
た
。
そ
の
い
う
大
企
業
株
式
会
社
と
は
、
貸
借
対
照
表
上
の
財
産
額
、
年
間
収
入
お
よ
び
従
栄
員
の
数
を
標
準
と
し
て
定
め
る
も
の
だ
が
、
具
体
的
に
し
め
せ
ば
、
貸
借
対
照
表
上
の
資
産
五
千
万
マ
l
ク
以
上
、
年
間
収
入
一
億
マ
l
ク
、
常
時
二
千
人
の
従
業
員
を
も
つ
も
の
だ
と
い
う
。
こ
の
よ
う
な
立
場
か
ら
総
同
盟
は
、
「
大
企
業
お
よ
び
大
コ
ン
ツ
エ
ル
γ
に
お
け
る
労
務
者
の
共
同
決
定
権
に
関
す
る
法
律
案
」
を
作
っ
て
、
こ
れ
を
連
邦
議
会
に
提
出
し
、
そ
の
採
択
を
求
め
、
議
会
は
こ
れ
を
受
取
っ
切
に
拘
ら
ず
、
極
め
て
前
の
よ
う
に
共
同
決
定
権
に
理
解
の
な
い
改
正
案
だ
け
に
止
ま
っ
た
こ
と
は
、
り
の
切
の
不
満
も
も
っ
と
も
だ
と
肯
れ
る
。
今
日
の
労
務
者
の
共
同
決
定
権
は
、
鉱
山
・
鉄
鋼
業
会
社
に
お
い
て
は
、
現
行
株
式
会
社
法
の
規
定
す
る
よ
う
な
、
労
務
者
の
福
祉
を
西
独
株
式
会
社
法
の
成
立
と
そ
の
分
析
二
九
東
洋
法
学
。
顧
る
べ
き
労
働
者
保
護
の
要
請
に
し
た
が
い
、
労
働
者
お
よ
び
労
働
組
合
の
代
表
者
に
た
い
し
、
い
わ
ゆ
る
完
全
な
共
同
決
定
権
β
午
m
-
S
N日
0
2
2
Z
Z
5
2
5
B
g
m
m
円2
5
ご
を
あ
た
え
、
企
業
の
重
要
な
意
思
決
定
に
さ
い
し
、
他
の
会
社
の
機
関
と
対
等
な
決
定
権
を
も
つ
、
協
力
的
な
代
表
者
と
み
と
め
ら
れ
た
。
も
っ
と
も
、
経
営
組
織
法
の
適
用
を
う
け
る
個
人
企
業
お
よ
び
人
的
会
社
に
お
い
て
は
、
共
同
発
言
権
・
忠
言
的
発
言
権
し
か
み
と
め
ら
れ
な
い
が
、
株
式
会
社
、
株
式
合
資
会
社
五
百
人
以
上
の
従
業
員
を
も
っ
有
限
会
社
お
よ
び
鉱
山
会
社
は
、
監
査
役
会
に
お
け
る
三
分
ノ
一
の
労
務
者
代
表
が
、
単
純
な
共
同
決
定
を
も
っ
。
一
九
五
二
年
法
で
あ
る
経
世
組
織
法
に
よ
る
労
務
者
の
代
表
の
も
つ
も
の
は
い
わ
ゆ
る
単
純
な
共
同
決
定
権
に
す
ぎ
な
い
。
い
づ
れ
に
し
て
も
、
今
日
各
法
律
に
よ
っ
て
あ
た
え
ら
れ
た
共
同
決
定
権
制
度
は
、
一
般
か
ら
確
実
な
制
度
と
し
て
承
認
さ
れ
、
は
じ
め
の
悲
観
論
者
も
影
を
い
そ
め
、
完
全
な
共
同
決
定
権
は
、
憲
法
違
反
(
所
有
権
侵
害
の
)
だ
と
の
見
解
も
、
い
ま
で
は
主
張
す
る
も
の
は
な
い
。
一
O
年
の
実
施
経
験
を
へ
た
制
度
は
、
外
国
人
か
ら
も
信
用
を
う
け
、
鉱
山
鉄
鋼
会
社
え
の
投
資
も
、
安
心
し
て
行
わ
れ
、
そ
の
会
社
の
株
式
相
場
も
、
ま
た
特
に
下
落
し
て
い
な
い
。
共
同
決
定
権
は
、
企
業
の
意
思
に
統
一
性
を
う
し
な
わ
せ
る
と
の
意
見
も
、
ま
た
当
ら
ぬ
こ
と
が
実
証
さ
れ
た
。
今
回
の
改
正
の
際
に
も
ド
イ
ツ
労
働
組
合
は
、
す
べ
て
の
大
株
式
会
社
に
は
、
完
全
な
共
同
決
定
権
を
あ
た
え
よ
う
と
、
運
動
を
新
た
に
展
開
し
、
こ
れ
を
院
路
す
べ
き
理
由
の
な
い
こ
と
を
説
い
た
。
に
も
拘
ら
ず
遂
に
時
期
尚
早
論
に
敗
れ
さ
っ
た
が
、
組
合
の
運
動
は
、
今
後
一
層
激
し
く
盛
上
る
こ
と
と
思
う
。
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